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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正
＊
日
本
文
化
学
科　

准
教
授　

日
本
近
世
文
学
・
日
本
近
代
文
学

そ
れ
は
、
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
の
手
法
に
倣
い
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

な
ど
の
神
典
や
古
伝
承
に
お
け
る
地
名
の
考
証
を
お
こ
な
う
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
彼
の
学
問
は
そ
こ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
百
樹
は
、
晩
年

の
著
書
『
奇
霊
大
本
図
考
』（
文
化
六
年
頃
成
立
）
と
『
奇
原
霊
統
図
考
』（
同
七
年

成
立
）
に
お
い
て
、
高
御
産
巣
日
神
が
世
の
中
の
善
（
吉
・
福
）
の
、
神
産
巣
日
神

が
悪
（
凶
・
禍
）
の
生
成
を
掌
っ
て
い
る
と
す
る
独
自
の
世
界
観
に
到
達
し
た
。
百

樹
に
よ
れ
ば
、
善
悪
は
と
も
に
こ
の
世
の
始
原
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
禍
悪
を
こ

の
世
か
ら
払
拭
す
る
こ
と
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
人
の
生

は
神
産
巣
日
神
の
掌
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
っ
て
禍
悪
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
ま
で
主

張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
稲
穀
ノ
生
出
タ
ル
モ
、
死
ス
ル
ト
云
コ
ト
ノ
ア
レ
バ
、
生イ

カ

シ
ム
ル
物
モ
又
禍
ツ
方
ヨ
リ
生
出
タ
ル
」（『
奇
霊
大
本
図
考
』
東
洋
文
庫
蔵
、
請
求

記
号
三
―
Ｍ
―
ａ
―
3
、
伴
信
友
叢
書
所
収
、
17
ウ
）、
す
な
わ
ち
食
物
は
生
命
を

生
か
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
生
は
必
然
的
に
そ
の
後
の
死
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
百
樹
は
生
の
中
に
死
を
、
善
の
中
に
悪
を
、
ひ
い
て
は
こ
の
世
の

万
物
の
中
に
拭
い
が
た
い
禍
悪
を
見
出
し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
伊
勢
神
宮
に
お
け
る

祭
祀
と
信
仰
の
起
源
を
見
た
。
百
樹
の
考
え
で
は
、
内
宮
の
正
宮
に
天
照
大
神
が
祀

ら
れ
、
そ
の
第
一
別
宮
で
あ
る
荒
祭
宮
に
禍
津
日
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
善
神

で
あ
る
天
照
大
神
が
、
自
ら
の
中
の
制
御
し
が
た
い
荒
魂
で
あ
る
悪
神
の
禍
津
日
神

を
畏
れ
、「
厳オ

モ
ク重

祭
ラ
セ
給
」（『
奇
原
霊
統
図
考
』
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
、
請
求
記

号
一
四
〇
―
七
五
、
第
一
冊
6
オ
）
う
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

百
樹
の
思
想
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
）
2
（

が
、
右
の
よ
う

に
整
理
し
た
だ
け
で
も
、
百
樹
が
、
禍
津
日
神
を
め
ぐ
る
宣
長
の
思
想
や
こ
の
世
の

生
成
を
め
ぐ
る
服
部
中
庸
の
思
想
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
独
自
の
世
界
観
を
確
立
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
か
つ
て
相
良
亨
は
、「
い
わ
ゆ
る
国
学
者

上
田
百
樹
年
譜
稿

青
山
英
正＊

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
京
都
の
本
居
宣
長
門
人
で
あ
っ
た
上
田
百
樹
の
年
譜
で
あ
る
。

　

上
田
百
樹
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
生
（
推
定
）、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）

五
月
八
日
没
。
四
十
四
歳
（
推
定
）。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
頃
か
ら
波
伯
部
氏

を
名
乗
る
。
名
、
百
樹
（
桃
樹
・
百
木
・
百
々
幾
）。
屋
号
、
鍵
屋
（
鎰
屋
）。
通
称
、

藤
助
（
藤
介
）・
彦
兵
衛
。
京
都
錦
小
路
室
町
西
入
南
側
に
住
す
。
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
十
一
月
二
十
一
日
、
本
居
宣
長
に
入
門
し
た
。
妻
秀
子
は
本
居
大
平
の
門

人
で
、
城
戸
千
楯
の
主
宰
し
た
鐸
舎
社
中
の
人
で
も
あ
る
。

　

伊
勢
の
宣
長
門
人
で
あ
る
益
谷
末
寿
が
文
化
元
年
七
月
十
二
日
付
内
山
真
龍
宛
書

簡
の
中
で
、
百
樹
に
つ
い
て
「
地
理
之
人
の
由
」
と
書
き
記
し
て
い
る
よ
う
）
1
（

に
、
百

樹
は
古
写
本
に
加
え
て
盛
ん
に
地
図
や
地
誌
の
収
集
、
筆
写
、
校
合
を
お
こ
な
っ
た
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

百
樹
の
著
作

　

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
百
樹
の
著
作
と
し
て
、『
伊
勢
国

村
名
帳
』、『
上
田
百
樹
答
書
』、『
大
祓
詞
遺
考
』、『
大
祓
詞
後
釈
余
考
』、『
奇
原
霊

統
図
考
』、『
佐
渡
国
略
風
土
記
』、『
太
神
宮
旧
蹟
考
』、『
平
曲
雑
記
』、『
百
樹
の
摘

葉
』、『
倭
名
抄
私
考
』、『
和
名
類
聚
抄
国
郡
部
集
覧
並
考
異
』
の
十
一
点
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
未
登
録
の
著
作
と
し
て
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵

の
『
三
大
考
図
解
』（
請
求
記
号
三
―
Ｍ
―
ａ
―
3
、
伴
信
友
叢
書
所
収
）
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
。

　

右
の
計
十
二
点
の
う
ち
、『
大
祓
詞
遺
考
』
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
り
、
ま
た
残

り
十
一
点
に
は
、
既
成
の
古
典
籍
か
ら
の
抜
き
書
き
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
を
除
き
、

百
樹
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
認
め
ら
れ
る
著
作
は
、
次
の
六
点
で
あ
る
。
以
下
、

成
立
年
代
順
に
並
べ
る
。
な
お
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
各
書
誌
は
年
譜
の
当
該

年
月
日
の
条
に
掲
出
し
た
。

・『
百
樹
の
摘
葉
』（
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
九
月
十
一
日
〜
文
化
七
年
〈
一
八

一
〇
〉
一
月
成
立
。
文
政
七
年
四
月
八
日
城
戸
千
楯
編
）　

書
誌
は
寛
政
十
年

九
月
十
一
日
条
に
掲
出
。

・『
太
神
宮
旧
蹟
考
』（
寛
政
年
間
成
立
）　

書
誌
は
寛
政
十
二
年
末
尾
に
掲
出
。

・『
奇
霊
大
本
図
考
』（
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
十
一
月
二
十
七
日
以
前
成
立
）

・『
奇
原
霊
統
図
考
』（
同
七
年
〈
一
八
一
〇
〉
二
月
成
立
）

・『
大
祓
詞
後
釈
余
考
』（
同
年
七
月
成
立
）

・『
平
曲
雑
記
』（
同
八
年
八
月
成
立
）

の
な
か
に
あ
っ
て
も
禍
津
日
神
的
思
考
を
も
っ
た
思
想
家
の
存
在
を
私
は
し
ら

な
）
3
（
い
」
と
述
べ
た
が
、
百
樹
こ
そ
は
禍
悪
の
存
在
を
土
台
に
し
て
こ
の
世
の
あ
り
よ

う
や
人
間
の
当
為
に
つ
い
て
の
思
想
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

　

惜
し
ま
れ
る
の
は
、
百
樹
が
『
奇
霊
大
本
図
考
』『
奇
原
霊
統
図
考
』
の
成
立
間

も
な
い
文
化
九
年
に
早
世
し
、
そ
の
学
問
を
受
け
継
ぐ
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
同
じ
京
都
鈴
門
の
城
戸
千
楯
ら
が
、
百
樹
の
遺
稿
を
『
百
樹
の
摘
葉
』
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
の
、
晩
年
に
百
樹
と
本
居
大
平
の
間
に
懸
隔
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が

影
を
落
と
し
た
た
め
か
、
結
局
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
山
崎
芙
紗
子
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
伴
信
友
の
学
問
形
成
に
百
樹
の
古
写
本
調
査
や
緻
密
な
考
証
学
が
大
い

に
与
っ
た
と
は
い
）
4
（
え
、
禍
悪
を
め
ぐ
る
百
樹
の
思
想
は
、
京
都
鈴
門
の
中
に
す
ら
継

承
す
る
者
を
持
た
ず
、
著
作
全
て
が
未
刊
行
の
ま
ま
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
千
楯
や
長
谷
川
菅
緒
な
ど
京
都
鈴
門
の
同
志
と
は
も
ち
ろ
ん
、
宣
長
や
信

友
、
荒
木
田
久
老
と
い
っ
た
地
方
の
和
学
者
と
も
交
流
を
持
ち
、
書
籍
の
貸
借
や
書

写
、
校
合
と
い
う
い
わ
ば
知
的
な
共
同
作
業
に
よ
っ
て
自
ら
の
思
想
を
形
成
し
て
い

っ
た
百
樹
の
事
績
を
年
譜
形
式
で
辿
っ
て
み
る
こ
と
は
、
宣
長
学
が
流
入
し
た
寛
政

〜
文
化
期
に
お
け
る
京
都
の
学
問
状
況
や
書
物
流
通
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
具
体
的
に

知
る
た
め
の
、
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
有
益
だ
ろ
う
。
特
に
、
百
樹
の
場
合
、
年

記
の
入
っ
た
書
写
奥
書
を
写
本
の
多
く
に
残
し
て
お
り
、
そ
の
情
報
を
時
系
列
に
沿

っ
て
整
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
百
樹
ら
京
都
鈴
門
の
和
学
者
た
ち
が
宣
長
の
学
問

の
み
を
妄
信
的
に
吸
収
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
ら
が
人
的
交
流
の
点
で
も
書

籍
流
通
の
点
で
も
高
い
求
心
力
を
持
つ
京
都
の
地
の
利
を
生
か
し
な
が
ら
、
実
証
的

か
つ
視
野
の
広
い
学
問
形
成
を
し
て
い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

注（
1
）　

小
山
正
『
内
山
真
龍
の
研
究
』（
内
山
真
龍
会
、
一
九
五
〇
年
）
四
九
二
頁
。

（
2
）　

拙
稿
「
京
都
鈴
門
の
古
道
学
者
・
上
田
百
樹
　

―
　

〈
禍
悪
〉
の
思
想
家
」（『
近
世
文
藝
』
二
〇
一

七
年
七
月
刊
行
予
定
）。

（
3
）　

相
良
亨
『
本
居
宣
長
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）
二
五
六
頁
。

（
4
）　

山
崎
芙
紗
子
「
伴
信
友
と
上
田
百
樹
」（『
文
藝
論
叢
（
大
谷
大
学
）』
一
九
八
六
年
三
月
）。

（
5
）　

同
右
。

凡
例

・
百
樹
に
関
す
る
事
項
は
○
で
、
関
連
事
項
は
△
で
、
推
定
の
根
拠
な
ど
の
補
足

説
明
を
※
で
示
し
、
適
宜
そ
れ
ぞ
れ
の
後
に
関
連
資
料
の
引
用
を
掲
げ
た
。

・
引
用
に
際
し
て
は
、「
／
」
で
改
行
を
、「｛　

｝」
で
括
り
を
示
し
た
。
ま
た
、

私
に
句
読
点
・
濁
点
を
補
い
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
る
な
ど
表
記
を
変
え

た
箇
所
が
あ
る
。

墨
長
方
印
。
縦
二
・
九
×
横
二
・
〇
糎
。

津
市
津
図
書
館
稲
垣
文
庫
蔵
『
近
江
国
大

絵
図
』（
寛
保
二
年
刊
、
請
求
記
号
二
九

Ｍ
Ｎ
―
一
〇
〇
、
稲
垣
七
五
九
）
よ
り
。

・
以
下
の
書
籍
は
、
次
の
通
り
略
称
し
た
。

『
本
居
宣
長
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
〜
一
九
九
三
年
）
↓
宣
長

『
荒
木
田
久
老
歌
文
集
並
伝
記
』（
神
宮
司
庁
、
一
九
五
三
年
）
↓
久
老

大
鹿
久
義
編
『
稿
本
伴
信
友
家
集
』（
温
故
学
会
、
一
九
九
七
年
）

　

↓
信
友
家
集

同
『
稿
本
伴
信
友
著
作
集
』
第
一
〜
五
輯
（
温
故
学
会
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇

二
年
）
↓
信
友
著
作

同
『
稿
本
伴
信
友
序
跋
識
語
集　

第
一
輯
』（
温
故
学
会
、
一
九
九
九
年
）
↓

信
友
序

同
『
稿
本
伴
信
友
著
撰
書
目
』（
温
故
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
↓
信
友
書
目

小
山
正
『
内
山
真
龍
の
研
究
』（
内
山
真
龍
会
、
一
九
四
〇
年
）
↓
真
龍

『
酒
井
家
文
庫
綜
合
目
録
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
所
収
「
伴
信
友
関
係

書
目
」
↓
酒
井

『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部
』
第
一
〜
五
輯
（
天
理
図
書
館
・
天
理

大
学
出
版
部
、
一
九
四
〇
〜
二
〇
一
〇
年
）
↓
天
理

・
巻
数
は
漢
数
字
で
示
し
、
頁
数
を
算
用
数
字
で
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
た
と

え
ば
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
〇
巻
一
三
五
頁
は
、
宣
長
二
十
135
、

の
よ
う
に
記
し
た
。

年
譜

明
和
六
年
︵
一
七
六
九
︶
己
丑　

一
歳

※
生
年
に
つ
い
て

　

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
十
一
月
二
十
七
日
付
栗
田
土
満
宛
上
田
百
樹
書
簡

百
樹
の
蔵
書
印
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

信
友
穏
ナ
ラ
ヌ
名
ナ
リ
ト
テ
、
太
神
宮
旧
蹟
考
ト
改
メ
題
セ
リ
。
凡
テ
此

考
信
用
シ
ガ
タ
キ
事
等
少
カ
ラ
ネ
ド
、
百
樹
ガ
神
忠
ヲ
感
慨
ノ
ア
マ
リ
後

葉
ニ
伝
ヘ
ム
ト
、
カ
ク
ハ
書
写
セ
ル
ナ
リ
。
于
時
天
保
十
五
年
四
月
十
五

日
／
御
巫
石
部
清
直

と
あ
っ
て
、
百
樹
の
寛
政
期
の
草
稿
を
外
宮
の
神
官
御
巫
清
直
が
抜
粋
し
て
書

写
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
が
、
同
書
の
書
中
に
は
、「
丹
波
国
桑
田
郡
穴
太
村

小
幡
神
社
式内
ノ
社
司
上
田
正
義
主
云
、
当
宮
ノ
辺
ニ
世
ニ
御
神
宮
ト
云
伝
ル
ア

リ
。」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
、
当
時
上
田
正
義
な
る
人
物
が
小
幡
神
社
の
宮

司
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
社
の
宮
司
は
上
田
氏
が
代
々
務
め
て
お

り
、
百
樹
も
そ
の
所
縁
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、

百
樹
と
同
社
宮
司
上
田
氏
と
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ

る
。
山
崎
芙
紗
子
は
、
百
樹
の
名
が
上
田
本
家
の
系
図
に
は
見
当
た
ら
ず
、
墓

も
穴
太
に
は
な
い
と
い
う
、
一
九
八
六
年
当
時
の
同
社
宮
司
で
あ
っ
た
故
上
田

正
昭
氏
の
談
を
伝
え
て
い
）
5
（
る
。

寛
政
二
年
︵
一
七
九
〇
︶
庚
戌　

二
十
二
歳

○
十
一
月　

錦
小
路
室
町
西
入
南
側
に
転
居
す
る
。

図
1
〔
天
神
山
町
地
籍
図
〕（
文
化
五
年
、
天
神
山
町
文
書
、
公
益
財
団
法
人
霰

天
神
山
保
存
会
蔵
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

　

右
図
矢
印
①
の
先
が
百
樹
の
居
宅
で
あ
る
。「
寛
政
二
年
戌
十
一
月
買
得
／

鍵
屋
藤
助
居
宅
／
一
軒
役
」「
表
口
三
間
三
尺
六
寸
五
分
」「
裏
行
八
間
二
尺
三

寸
」。

　

矢
印
②
は
蛭
子
屋
市
右
衛
門
す
な
わ
ち
城
戸
千
楯
、
③
は
中
川
屋
五
郎
左
衛

門
す
な
わ
ち
服
部
敏
夏
の
居
宅
で
あ
る
。

（
後
掲
）
に
、「
今
、
明
、
明
後
年
は
私
疫
年
と
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
年
に
前
厄
の
四
十
一
歳
を
迎
え
た
と
推
定
し
て
生
年
を
算
出
し
た
。

※
出
身
に
つ
い
て

　

父
祖
の
出
所
は
丹
波
国
桑
田
郡
穴あ

な

太お

（
京
都
府
亀
岡
市
曽
我
部
町
穴
太
）
で

あ
る
。
宣
長
「
上
田
百
樹
が
こ
へ
る
に
よ
め
る
丹
波
国
桑
田
郡
な
る
小
幡
神
社

に
奉
れ
る
灯
籠
の
長
歌
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

丹
波
の　

く
は
た
の
国
の　

穴
太
ち
ふ　

里
の
御
た
か
ら
に　

小
山
田
の　

上
田
の
を
ぢ
は　

そ
の
里
を　

う
し
は
き
い
ま
す　

真
玉
つ
く　

小
幡
の

神
を　

ね
も
ご
ろ
に　

尊
み
ゐ
や
ひ　

ぬ
ば
玉
の　

夢
の
さ
と
し
を　

か
ゞ
ふ
り
て　

い
よ
ゝ
ま
す
〳
　〵

た
ふ
と
み
て　

ゐ
や
ひ
ま
つ
り
し　

そ
の
を
ぢ
の　

孫
の
百
樹
は　

今
し
ば
し　

京
に
う
つ
り　

本
つ
国　

さ

か
り
を
れ
ど
も　

そ
の
祖
の　

む
か
し
わ
す
れ
ず　

そ
の
を
ぢ
の　

ゐ
や

ひ
ま
つ
り
し　

う
ぶ
す
な
の　

神
の
社
に　

御
明
し
と　

よ
る
〳
〵
と
も

す　

油
火
の　

そ
れ
の
家
を
ら　

万
代
に　

や
ぶ
れ
ぬ
く
ち
ぬ　

石
も
ち

て　

ゑ
り
つ
く
ら
せ
て　

大
前
に　

仕
奉
る
と　

き
く
が
む
か
し
さ

（『
鈴
屋
集
』
九
、
宣
長
十
五
165
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
田
氏
は
土
地
の
有
力
者
で
あ
り
、
産
土
の
小
幡
神
社
を

深
く
信
仰
し
て
い
た
と
い
う
。
百
樹
は
、
京
に
移
住
し
た
後
も
こ
う
し
た
自
ら

の
出
自
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
こ
の
神
社
に
灯
籠
を
奉
納
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
神
宮
文
庫
蔵
の
『
太
神
宮
旧
蹟
考
抜
萃
』（
天
保
十
五
年
〈
一

八
四
四
〉
御み

か

巫な
ぎ

清
直
写
、
請
求
記
号
一
門
一
〇
八
五
二
）
は
、
そ
の
書
写
奥
書

に
、

此
書
ハ
、
京
人
上
田
百
樹
字
鎰
屋

藤
助

ガ
寛
政
ノ
コ
ロ
書
著
セ
ン
ト
セ
シ
草
稿

ヲ
、
若
狭
小
浜
ノ
藩
士
伴
州
五
郎
信
友
ノ
伝
領
シ
タ
ル
ヲ
借
テ
、
緊
要
ノ

コ
ト
ノ
ミ
ヲ
書
写
ス
。
百
樹
ハ
天
照
大
御
神
旧
都
考
ト
号
シ
オ
キ
ツ
ル
ヲ
、
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

二
十
440
）

○
八
月
十
八
日　

宣
長
か
ら
「
日
本
紀　

一
」
を
借
り
る
。（
同
441
）

○
八
月　
　
　
　

宣
長
か
ら
「
両
宮
弁
ひ
か
へ
本
」
を
借
り
る
。（
同
右
）

○
九
月
十
一
日　
『
百
樹
の
摘
葉
』「〔
六
十
〕
八
丁
ウ
本
書
考
」
成
立
。

※
『
百
樹
の
摘
葉
』
に
つ
い
て

　

該
書
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
つ
い
て
の
百
樹
の
考
察
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
現
存
す
る
伝
本
に
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
（
写
、
大
本
一
冊
、
請

求
記
号
一
三
六
―
八
五
）
と
国
立
国
会
図
書
館
本
（
写
、
大
本
一
冊
、
請
求
記

号
二
〇
九
―
七
〇
三
）
と
が
あ
る
。
後
者
は
前
者
の
清
書
本
で
あ
る
。

岩
瀬
本
の
書
誌
は
次
の
通
り
。

・
原
装
共
紙
表
紙
に
橙
色
の
覆
表
紙
を
付
す
。
縦
二
六
・
八
×
横
一
八
・
四

糎
。
外
題
は
、
左
肩
に
「
百
木
主
／
日
本
書
紀
中
之
考
説
」
と
墨
書
、
そ

れ
を
朱
筆
で
抹
消
線
を
引
き
、
そ
の
右
傍
に
朱
筆
（
城
戸
千
楯
筆
カ
）
で

「
百
木
の
摘
葉　

神
代
巻
中
考
説　

一
」
と
記
す
。

・
見
返
し
に
朱
筆
（
千
楯
筆
）「
一　

一
ヶ
条
ツ
ヽ
外
題
な
き
条
々
は
一
行

あ
け
て
相
写
し
候
事
／
一　

順
次
第
は
番
付
之
通
／
一　

合
印
つ
け
た
る

処
々
ハ
一
ヶ
條
と
な
り
て
つ
ゞ
け
て
書
へ
き
処
な
り
／
一　

脇
外
題
一
字

下
ケ
条
々
の
外
題
三
字
下
ケ
」。

・
見
返
し
と
第
一
丁
の
間
に
巻
紙
（
長
谷
川
菅
緒
筆
、
修
正
書
入
は
千
楯

カ
）
を
挟
み
込
む
。
文
言
は
以
下
の
通
り
。

無
御
遠
慮
御
加
筆
聞
え
候
様
ニ
御
認
希
候
／
過
に
し
は
ゝ
か
へ
の
百

樹
ぬ
し
ハ
吾
と
も
か
ら
を
い
に
し
へ
学
に
み
ち
ひ
き
、
鈴
の
屋
の
大

人
に
逢
し
め
し
人
、
よ
く
学
ひ
よ
く
書
よ
く
よ
み
て
、
神
代
の
事
も

古
き
よ
の
事
も
つ
は
ら
に
あ
き
ら
め
て
、
お
の
れ
ら
に
か
た
ら
ひ
て
、

漢
学
仏
学
に
相
口
あ
へ
さ
ら
し
め
し
人
、
其
人
過
い
に
て
こ
と
し十

三

年

寛
政
九
年
︵
一
七
九
七
︶
丁
巳　

二
十
九
歳

○
十
一
月
二
十
一
日　
「
上
田
藤
介　

百
樹
」
の
名
で
、
奈
須
守
彦
、
長
谷
川
菅
緒

と
と
も
に
宣
長
に
入
門
す
る
。（『
授
業
門
人
姓
名
録
』、
宣
長
二
十
219
）

△
十
一
月　

服
部
中
庸
『
三
大
考
』
が
、
宣
長
『
古
事
記
伝
』
十
七
之
巻
附
巻
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
。

寛
政
十
年
︵
一
七
九
八
︶
戊
午　

三
十
歳

○
三
月
二
十
四
日　

宣
長
か
ら
「
神
代
巻　

上
」
を
借
り
る
。（『
借
書
簿
』、
宣
長
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

・
奥
書
（
朱
、
千
楯
筆
）「
文
政
七
年
申
四
月
八
日
亡
友
百
樹
之
為
編
集
之

畢　

城
戸
千
楯
」。

ま
た
、
国
会
本
の
書
誌
は
次
の
通
り
。

・
原
装
共
紙
表
紙
に
薄
縹
色
の
覆
表
紙
を
付
す
。
縦
二
六
・
六
×
横
一
八
・

四
糎
。
外
題
「
百
樹
の
摘
葉　

神
代
巻
中
考
説
」

・
序
文
「
過
に
し
は
ゝ
か
へ
の
（
中
略
）
長
谷
河マ

マ

菅
緒
」（
千
楯
筆
。
若
干

の
表
記
の
違
い
と
末
尾
の
署
名
を
除
き
、
岩
瀬
本
の
見
返
し
に
挟
み
込
ま

れ
た
巻
紙
と
同
文
。
岩
瀬
本
の
修
正
書
入
を
反
映
）。

・
巻
首
「｛
百
樹
の
摘
葉
／
神
代
巻
中
考
説
｝　
｛
波
伯
部
百
樹
考
説
／
城
戸

千
楯
編
輯
｝」。

・
本
文
、
毎
半
葉
十
行
、
小
字
双
行
、
一
行
二
十
四
字
程
度
。
字
高
二
〇
・

五
糎
。
全
五
十
六
丁
。
漢
字
か
な
交
じ
り
、
一
部
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。

岩
瀬
本
に
お
け
る
修
正
・
書
入
に
よ
る
指
示
を
反
映
。
ま
た
記
事
末
に
複

数
箇
所
記
さ
れ
て
い
た
年
記
・
署
名
を
削
除
。

・
室
直
助
（
千
楯
門
人
）・
内
藤
耻
叟
旧
蔵
。

以
上
か
ら
『
百
樹
の
摘
葉
』
の
成
立
過
程
を
整
理
す
る
と
、
寛
政
十
年
（
一
七

九
八
）
か
ら
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
か
け
て
百
樹
が
断
片
的
に
記
し
た

『
日
本
書
紀
』
に
関
す
る
考
説
を
、
百
樹
の
十
三
回
忌
に
当
た
る
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
に
千
楯
が
編
集
し
た
。
こ
れ
が
岩
瀬
本
で
あ
る
。
千
楯
は
、『
書

紀
』
の
順
に
記
事
を
並
び
替
え
、
体
裁
を
統
一
せ
よ
と
い
う
指
示
を
記
し
、
ま

た
編
集
に
あ
た
っ
て
長
谷
川
菅
緒
に
序
文
執
筆
を
依
頼
し
た
。
岩
瀬
本
の
見
返

し
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
菅
緒
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
序
文
草
稿

で
あ
る
。
そ
し
て
、
千
楯
の
指
示
に
従
っ
て
筆
耕
（
書
写
者
不
明
）
が
清
書
し

た
の
が
、
す
な
わ
ち
国
会
本
で
あ
る
。

○
九
月
か
ら
十
一
月
頃　

宣
長
が
百
樹
・
千
楯
・
守
彦
・
菅
緒
宛
に
、『
古
事
記
頒

は
て
い
ふ
に
な
り
ぬ
れ
ど
、
吾
ど
ち
む
か
し
の
心
た
ゆ
ま
ず
、
い
や

す
ゝ
み
に
ま
な
び
物
す
な
る
は
、
も
は
ら
此
ぬ
し
の
あ
な
ゝ
ひ
た
す

け
ら
れ
た
る
い
さ
を
に
よ
り
た
る
に
な
ん
、
け
ふ
の其祭
の
日
に
書
の

こ
さ
れ
し
物
ど
も
、
城
戸
ぬ
し
の
書
つ
ゞ
り
あ
つ
め
た
ま
へ
る
こ
の

ひ
と
ゝ
ぢ
は
、
其
か
み
お
の
れ
ら
に
い
ひ
さ
と
さ
れ
し
古
こ
と
に
し

あなれ
ば
、
た
へ
か
ね
て
や
が
て
筆
と
り
て思
ふ
こ
ゝ
ろ
を

、
一
こ
と
、
書
の
は
し
に

書
く
は
へ
つ
。

・
巻
首
（
朱
、
千
楯
筆
カ
）「｛
百
樹
の
摘
葉
一
の
巻
／
神
代
巻
中
考
説
｝　

波
伯
部
百
樹
考
説
／　

此
巻
ハ
凡
て
神
代
巻
中
の
考
へ
と
も
を
論
ひ
集
た

る
な
り
」（「
此
巻
ハ
」
以
下
に
抹
消
線
）。

・
本
文
、
百
樹
自
筆
。
毎
半
葉
十
〜
十
三
行
程
度
、
小
字
双
行
、
一
行
二
十

四
字
程
度
。
字
高
二
十
一
糎
程
度
。
全
三
十
七
丁
。
紙
片
貼
付
・
挟
み
込

み
多
数
。
漢
字
か
な
交
じ
り
、
一
部
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
記
事
の
削
除

の
指
示
や
、
各
記
事
冒
頭
に
振
ら
れ
た
漢
数
字
は
百
樹
と
別
筆
（
千
楯

カ
）。

・「〔
二
〕
序
文
考
」
の
記
事
末
に
「
文
化
四
年
四
月
十
六
日　

波
伯
部
百

樹
」、「〔
十
一
〕
書
紀
二
丁
左
」
の
記
事
末
に
「
右
文
化
四
年
四
月
廿
一

日　

波
伯
部
百
樹
謹
記
」、〔
二
十
五　

無
題
〕
の
記
事
末
に
「
文
化
五
年

六
月　

左
京　

波
伯
部
百
樹
述
」、「〔
二
十
六
〕
越
州
考
」
の
記
事
末
に

「
文
化
六
年
五
月　

左
京　

波
伯
部
百
樹
著
」、〔
四
十　

無
題
〕
の
記
事

末
に
「
文
化
四
年
四
月　

波
伯
部
百
樹
考
」、〔
五
十
四　

無
題
〕
の
記
事

末
に
「
文
化
四
年
四
月
十
三
日　

波
伯
部
百
樹
考
」、「〔
六
十
〕
八
丁
ウ

本
書
考
」
の
記
事
末
に
「
右
寛
政
十
年
九
月
十
一
日　

上波
伯
部田

百
樹
考
」、

「〔
六
十
六
〕
天ア

マ
ノ
ハ
ヘ
ギ
リ
ノ
ツ
ル
ギ

蠅
斫
之
劒
」
の
記
事
末
に
「
文
化
七
年
正
月　

左
京
御

民
波
伯
部
百
樹
謹
考
」
の
年
記
・
署
名
あ
り
。
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

―
本
居
大
平
と
の
友
情
（
そ
の
二
）」『
日
本
文
学
研
究
（
梅
光
学
院
大

学
』
二
〇
〇
八
年
一
月
）

※
倉
本
に
よ
れ
ば
、
享
和
年
間
に
も
経
雅
は
百
樹
と
会
っ
て
い
る
と
い
う
。

○
十
一
月
十
三
日　

宣
長
『
神
代
紀
髻う

ず
の華
山や
ま

陰か
げ

』
起
筆
。「
教
子
な
る
上
田
ノ
百
樹

が
い
は
く
」
等
と
し
て
、
百
樹
説
を
紹
介
す
る
。（
宣
長
六
41
）

※
同
書
初
稿
本
識
語
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
二
十
一
日
に
脱
稿
、
十
二
月
十
日
に
清

書
が
終
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
百
樹
が
伊
勢
に
赴
い
た
直
後
に
宣
長
が
本
書
の

執
筆
を
開
始
し
た
こ
と
に
な
る
。

寛
政
十
一
年
︵
一
七
九
九
︶
己
未　

三
十
一
歳

△
一
月
末　

荒
木
田
久
老
が
上
京
。『
万
葉
集
』
の
講
義
を
行
う
。

※
寛
政
十
年
十
二
月
二
十
五
日
付
野
田
広
足
宛
久
老
書
簡
に
、「
京
師
も
万
葉
学

流
行
い
た
し
、
四
五
輩
入
門
有
之
、
何
れ
も
拙
子
出
京
を
相
待
居
申
候
由
ニ
御

座
候
」
と
あ
り
（
久
老
456
）、
同
十
一
年
一
月
十
九
日
付
野
田
広
足
宛
久
老
書

簡
に
も
、「
近
々
出
京
之
積
り
に
御
座
候
。
是
も
京
師
ニ
門
人
出
来
ニ
て
、
達

而
上
京
す
ゝ
め
申
候
故
に
御
座
候
」（
久
老
458
）
と
あ
る
。
久
老
の
言
う
「
京

師
」
の
「
門
人
」
と
は
、
久
老
の
上
京
後
の
動
向
や
彼
の
著
『
信
濃
漫
録
』

（
享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉
成
立
）「
清
濁
音
便
」
条
に
お
い
て
千
楯
を
門
人
と

称
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
百
樹
や
千
楯
ら
京
都
鈴
門
の
人
々
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
彼
ら
の
方
は
必
ず
し
も
久
老
を
師
と
見
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
大
東
急
文
庫
蔵
『
万
葉
集
』（
請
求
記
号
四
一
―
十
三
―
三
〇
一
四
）
の

千
楯
書
入
に
、
宣
長
説
を
「
師
」、
久
老
説
を
「
久
」
と
記
し
て
あ
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
千
楯
ら
の
認
識
で
は
「
師
」
は
宣
長
一
人
で
、
久
老
は
あ
く
ま
で

も
ゲ
ス
ト
講
師
で
あ
り
、
そ
の
点
、
久
老
側
の
認
識
と
の
ず
れ
が
あ
っ
た
の
か

題
歌
集
』
の
歌
を
募
る
書
簡
を
出
す
。（
宣
長
十
七
444
）

○
八
咫
烏　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
彦
兵
衛　

百
樹
○

や
た
が
ら
す
み
こ
と
か
し
こ
み
天
か
け
り
御
さ
き
に
た
ち
て
し
る
べ
を
ぞ
せ
し

（
宣
長
別
巻
二
409
）

○
十
月
九
日
、
長
谷
川
菅
緒
が
、
百
樹
か
ら
借
り
た
平
信
之
校
合
本
に
よ
っ
て
茨
木

多
左
衛
門
版
『
た
け
と
り
物
語
』
の
校
合
を
終
え
る
。

（
下
巻
末
）
安
永
六
年
四
月
十
日
訂
畢　

平
信
之
／
寛
政
十
年
五
月
十
日
校
合

了
。
抄
は
た
ゝ
何
共
書
ぬ
方
、
イ
と
あ
る
は
抄
の
校
合
本
也
。
同
年
十
月
九
日

平
信
之
の
校
合
本
を
百
樹
主
よ
り
借
得
て
校
合
了
／
長
谷
川

（
同
裏
見
返
し
）
校
本
奥
記
云　

此
一
帖
以
山
岡
明
阿
校
本
校
畢
／
安
永
二
年

九
月　

賀
茂
季
鷹
／
右
以
校
本
校
合
畢　

享
和
三
年
閏
正
月
十
七
日　

菅
緒
／

享
和
三
年
六
月
廿
五
日
長
谷
川
菅
緒
所
持
之
本
を
か
り
得
て
書
写
之
畢　

浅
野

文
成 

（
東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
下
巻
末
奥
書
、
請
求
記
号
桃
一
―
十
二
）

※
享
和
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
千
楯
が
賀
茂
季
鷹
所
蔵
本
を
も
っ
て

『
東
遊
歌
図
』『
神
楽
歌
』『
催
馬
楽
』（『
校
本
風
俗
歌
神
楽
歌
催
馬
楽
』
所
収
、

写
本
一
冊
、
京
都
大
学
附
属
総
合
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
四
―
二
十
九
―
ア

一
）
と
校
合
す
る
な
ど
、
京
都
鈴
門
と
季
鷹
と
は
密
な
交
流
が
あ
っ
た
。
千
楯

が
書
肆
と
し
て
、『
か
り
の
行
か
ひ
』（
享
和
二
年
刊
）
と
い
っ
た
季
鷹
の
著
作

を
出
版
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
交
流
が
背
景
に
あ
っ
た
。

○
十
月
二
十
三
日　

伊
勢
に
赴
き
、
二
見
定
津
・
本
居
大
平
・
中
里
常
秋
・
青
木
茂

房
・
殿
村
安
守
と
と
も
に
中
川
（
荒
木
田
）
経
雅
を
訪
れ
る
。

寛
政
十
年
戊
午
十
月
廿
三
日
二
見
左
兵
衛
定
津
、
松
坂
田
丸
屋
十
介
大
平
入

来
。
松
坂
中
里
平
兵
衛
常
秋
・
青
木
恒
蔵
茂
房
・
上
田
藤
助
桃
樹
・
殿
村
五

平
安
守
入
来
。
談
国
学
。

（『
経
雅
卿
雑
記
』
神
宮
文
庫
蔵
、
倉
本
昭
「
続
・
中
川
経
雅
の
交
友
録
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

長
二
十
443
）

○
十
一
月
二
十
三
日　
『
梁
塵
愚
案
抄
』
の
校
合
を
終
え
る
。

寛
政
十
一
年
十
一
月
廿
三
日
古
異
本
校
合
畢
左
京
民
上
田
百
樹

 

（
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本
奥
書
、
請
求
記
号
中
古
十
六
・
二
―
四
）

寛
政
十
二
年
︵
一
八
〇
〇
︶
庚
申　

三
十
二
歳

○
二
月
十
三
日　

宣
長
か
ら
「
字
鏡
字
考
」
を
借
り
る
。（『
借
書
簿
』、
宣
長
二
十

443
）

※
四
月
九
日
の
記
事
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
頃
百
樹
は
松
坂
に
滞
在
し
て
い
た
ら
し

い
。

○
四
月
七
日　

宣
長
か
ら
「
倭
姫
世
記
」
を
借
り
る
（
同
444
）。

○
四
月
九
日　

松
阪
に
お
い
て
、
宣
長
か
ら
借
り
た
「
国
造
本
紀
」
の
書
写
を
終
え

る
。寛

政
十
二
年
四
月
九
日　

伊
勢
松
坂
に
て
吾
師
の
御
本
を
借
得
て
即
日
校
写
し

竟
ぬ　

平
安
城　

上
田
百
樹
／
文
化
六
年
十
一
月　

於
京
転
写
了
。
後
便
以
覧

証
本
加
筆
以
圏
点
分
別
之　

伴
信
友
（
花
押
） 

（
信
友
序
61
）

○
四
月
十
九
日　

宣
長
か
ら
「
寛
平
縁
起
」
を
借
り
る
。（『
借
書
簿
』、
宣
長
二
十

444
）

○
五
月
十
九
日　

宣
長
か
ら
「
さ
き
竹
弁
」
を
借
り
る
。（
同
右
）

○
九
月
八
日　

宣
長
か
ら
「
勢
陽
雑
記　

全
」
を
借
り
る
。（
同
445
）

○
十
一
月
十
三
日　

宣
長
か
ら
「
風
土
記
残
へ
ん
」
を
借
り
る
。（
同
右
）

○
寛
政
年
間　
『
太
神
宮
旧
蹟
考
抜
萃
』
成
立
し
た
か
。

※
同
書
の
書
誌
は
次
の
通
り
。

神
宮
文
庫
蔵
。
請
求
記
号
一
門
一
〇
八
五
二
。
写
本
一
冊
。
全
十
丁
。
砥
粉
色

横
刷
毛
目
表
紙
。
縦
二
七
・
二
×
横
一
九
・
一
糎
。
左
肩
打
付
書
「
太
神
宮
旧

も
し
れ
な
い
。
千
楯
の
著
『
紙
魚
室
雑
記
』
所
収
の
長
谷
川
菅
緒
「
を
か
し
お

か
し
の
か
な
の
説　

又
」（
享
和
元
年
夏
四
月
成
立
、
日
本
随
筆
大
成
新
装
版

第
一
期
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
も
、
宣
長
を
「
師
」、

久
老
を
「
久
老
神
主
」
と
記
し
て
い
る
。『
信
濃
漫
録
』「
神
風
の
い
せ
」
条
に

は
、
菅
緒
が
久
老
の
説
を
「
例
の
奇
説
な
ら
む
」
と
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
菅
緒
等
は
久
老
を
「
奇
説
」
の
人
と
見
て
い
た
よ
う
だ
。

○
三
月
二
十
三
日　

宣
長
か
ら
「
転
用
例　

扣
本
」
を
借
り
る
。（『
借
書
簿
』、
宣

長
二
十
442
）

○
三
月
二
十
五
日　

宣
長
が
、
千
楯
に
依
頼
さ
れ
た
色
紙
を
認
め
終
え
、
百
樹
宛
の

便
に
同
送
す
る
。

城
戸
千
楯
頼
ノ
色
紙
認
了
ヌ
、
鍵
彦
便
ニ
頼
遣
ス
ヘ
キ
事

（『
日
々
諸
用
事
扣
』、
宣
長
二
十
320
）

△
四
月
二
十
二
日　

長
谷
川
菅
緒
が
久
老
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
序
文
を
執
筆
す
る
。

○
四
月　

久
老
が
百
樹
の
古
銭
学
に
関
す
る
著
書
の
序
文
を
執
筆
す
る
。

百
の
木
立
は
お
ほ
か
る
中
に
。
上
田
百
樹
は
そ
の
名
に
も
似
す
。
か
し
の
実
の

ひ
と
り
た
ち
て
。
皇
大
御
国
ふ
り
を
あ
ふ
き
た
ふ
と
み
。
こ
れ
の
御
国
の
銭
を

す
ら
。
き
た
な
き
か
ら
く
に
の
に
た
く
ら
へ
て
。
そ
の
め
て
た
き
ゆ
ゑ
よ
し
を

こ
と
わ
れ
る
一
冊
を
つ
く
り
て
。
己
に
序
せ
よ
と
い
ふ
。
そ
の
論
は
自
序
に
つ

は
ら
な
れ
は
。
今
は
た
何
を
か
も
い
は
む
。
そ
の
木
立
の
曲
ら
に
直
く
。
棟
と

も
梁
と
も
な
り
な
む
後
を
。
人
め
つ
る
か
に
。

寛
政
十
一
年
卯
月
京
師
の
旅
寓
に
て
し
る
せ
り　
　

宇
治
五
十
槻
久
お
喩

（
久
老
412
）

※
こ
の
頃
ま
で
は
、
京
都
鈴
門
の
人
々
と
久
老
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う
。

○
十
月
二
十
日　

宣
長
か
ら
「
記
伝　

十
九　

廿
」
を
借
り
る
。（『
借
書
簿
』、
宣
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

上
田
百
樹
か
も
た
る
出
雲
国
意
宇
郡
の
湯
の
山
の
青
石
に
歌
こ
ひ
け
る
に
よ
み

て
あ
た
ふ
此
石
は
い
に
し
へ
か
の
国
よ
り
玉
に
作
り
て
奉
り
し
石
也
湯
の
山
は

式
に
意
宇
郡
玉
作
湯
神
社
と
あ
る
山
也

神古
○

代
よ
り
世
々
に
出
雲
の
御
ほ
き
玉
今
の
を
つ
ゝ
に
見
る
か
む
か
し
さ

（『
詠
稿
』
十
八
、
宣
長
十
五
511
）

※
な
お
、
久
老
も
こ
の
百
樹
所
蔵
の
石
を
歌
に
詠
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
百
樹

は
同
じ
石
に
つ
い
て
、
宣
長
と
久
老
に
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
請
う
た
こ
と
に
な
る
。

高
天
原
に
事
は
し
め
給
ひ
し
天
つ
神
ろ
き
の
珍
宝
と
賞
し
た
ま
は
し
ゝ
八

尺
瓊
の
湯
津
御
統
の
勾
玉
は
い
と
も
か
し
こ
け
れ
は
言
あ
け
す
へ
く
も
あ

ら
す
こ
れ
の
あ
し
原
の
中
つ
国
に
み
あ
も
り
ま
し
て
後
玉
藻
し
つ
し
出
雲

の
国
の
玉
作
等
か
す
れ
る
御
ほ
き
の
玉
を
神
の
ゐ
や
し
と
す
め
ろ
き
の

世
々
に
奉
れ
る
事
は
そ
れ
か
国
造
か
神
賀
詞
に
聞
え
た
る
を
上
田
百
樹
か

真
玉
な
す
ま
さ
や
か
な
る
真
こ
ゝ
ろ
に
い
に
し
へ
し
ぬ
ひ
て
彼
玉
を
し
も

ま
き
得
て
家
の
宝
と
御
棚
に
し
つ
め
て
是
に
ほ
き
言
を
乞
へ
る
に
こ
ひ
け

る
ま
に
ま
よ
み
け
る
ほ
き
哥

水
鳥
の　

か
も
の
羽
色
の　

青
玉
の　

み
つ
え
の
玉
の　

行
相
に　

え
た
る

其
玉　

あ
や
に
〳
　〵

貴
き
か
も　

か
む
ろ
き
の　

神
の
ゐ
や
し
と　

し
つ

め
つ
　ゝ

世
々
に
つ
た
へ
よ　

神
宝　

御
ほ
き
の
玉 

（
久
老
272
）

○
六
月
二
十
六
日　

宣
長
か
ら
「
神
名
式　

九　

十
」
を
借
り
る
。（『
借
書
簿
』、

宣
長
二
十
445
）

○
七
月
十
九
日　

内
山
真
龍
の
著
書
を
一
見
し
た
い
旨
、
石
塚
龍
麿
を
通
じ
て
伝
え

る
。石

塚
龍
麿
か
ら
百
樹
が
真
龍
の
著
述
を
一
見
致
し
度
い
旨
で
あ
る
と
伝
え
た
か

ら
、
真
龍
は
遠
江
風
土
記
伝
は
一
橋
家
に
貸
出
中
で
あ
る
か
ら
、
他
の
姓
氏
録

註
、
国
号
考
を
出
雲
の
千
家
清
主
に
差
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
到

蹟
考
抜
萃
」。
内
題
も
同
じ
。
毎
半
葉
十
二
行
二
十
九
字
前
後
、
カ
ナ
交
じ
り

文
。
印
記
「
御
巫
私
印
」。
奥
書
は
前
掲
（
↓
明
和
六
年
）。

享
和
元
年
︵
一
八
〇
一
︶
辛
酉　

三
十
三
歳

△
三
月
三
十
日　

宣
長
が
上
京
す
る
。（『
享
和
元
年
辛
酉
・
上
京
日
記
』、
宣
長
十

六
643
）

○
四
月
三
日　

宣
長
が
百
樹
ら
を
訪
問
す
る
。

一
、
御
屋
敷
、
久
米
武
兵
衛
、
木
村
條
右
衛
門
両
所
へ
見
廻
、
武
川
幸
伯
へ
見

廻
、
く
わ
し
折
持
参
ス
、
城
戸
市
右
衛
門
、
は
せ
川
猪
三
郎
、
上
田
藤
介
、
七

里
次
郎
吉
へ
見
廻
、
畑
柳
敬
へ
見
廻
。 

（
同
右
）

○
六
月
六
日　

宣
長
が
、
千
楯
、
百
樹
等
に
い
と
ま
ご
い
を
す
る
。

一
、
今
日
、
畑
柳
敬
、
清
水
友
甫
、
鍵
ヤ
藤
介
、
橘
ヤ
伊
三
郎
、
服
部
五
郎
右（

左
）

衛
門
、
城
戸
市
右
衛
門
、
七
里
次
郎
吉
、
武
川
幸
伯
等
へ
い
と
ま
こ
ひ
ニ
廻
ル

（
同
653
）

〇
六
月
九
日　

宣
長
帰
国
。
千
楯
や
百
樹
が
大
津
ま
で
見
送
る
。

一
、
五
ツ
半
頃
、
四
條
ノ
ヤ
ト
リ
ヲ
立
出
ツ
、
祇
園
町
辺
マ
デ
人
々
送
リ
来
ル
、

又
蹴
上
ケ
マ
テ
送
リ
来
ル
人
々
モ
コ
レ
カ
レ
ア
リ
、
サ
テ
渡
辺
上
総
介
、
城
戸

千
楯
、
上
田
百
樹
、
服
部
五
郎
左
衛
門
、
七
里
次
郎
吉
、
此
五
人
ハ
、
大
津
石

場
マ
テ
送
来
ル 

（
同
右
）

人
々
お
ほ
く
お
く
り
ま
ゐ
ら
せ
け
る
に
、
ま
づ
河
南
某
は
祇
園
の
御
旅
に
て
、

魚
臣
、
千
春
、
主
忠
、
秦
な
ど
は
知
恩
院
の
わ
た
り
に
て
、
菅
雄
い
よ
人
ひ
だ

人
は
蹴
上
に
て
わ
か
れ
奉
る
に
、
重
名
、
百
樹
、
千
楯
、
蕃
民
、
敏
夏
、
粕
淵

は
大
津
の
う
ま
や
う
ち
出
の
浜
ま
で
し
た
ひ
来
り
。

（
石
塚
龍
麿
『
鈴
屋
大
人
都
日
記
』
文
政
二
年
刊
、
宣
長
別
巻
三
168
）

○
四
月
か
ら
六
月
頃　

宣
長
が
百
樹
所
蔵
の
青
石
を
歌
に
詠
む
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

押
）（

愛
媛
大
学
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
本
奥
書
、
請
求
記
号
Ｄ
Ｉ
Ｇ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
Ｋ

―
120
）

享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
壬
戌　

三
十
四
歳

○
一
月
九
日　

久
老
か
ら
借
り
た
『
日
本
書
紀
撰
定
之
事
』
の
書
写
を
終
え
る
。

（
裏
表
紙
見
返
し
）
此
書
ハ
久
老
主
ヨ
リ
カ
リ
エ
テ
ウ
ツ
シ
ツ　

享
和
二
年
正

月
九
日　

上
田
百
樹
（
花
押
）。 

（
天
理
一
95
）

○
七
月
十
五
日　
『
日
本
惣
国
風
土
記
』
の
う
ち
「
伊
勢
国
安
濃
郡
風
土
記
」
の
校

合
を
終
え
る
。

右
一
本
享
和
二
年
七
月
十
五
日
校
合
畢　
　
　

上
田
百
樹

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
残
編
風
土
記
』
第
一
冊
8
ウ
識
語
、
請
求
記

号
イ
4
―
3 

1 

6 

3
、
百
樹
旧
蔵
本
）

右
一
本
、
享
和
二
年
七
月
十
五
日
校
合
畢　

上
田
百
樹
／
以
今
井
似
閑
本
校
之
。

文
化
十
三
年
六
月
校
合
了　

伴
信
友 

（
信
友
書
目
148
）

○
七
月
十
六
日　
『
日
本
惣
国
風
土
記
』
の
う
ち
「
大
和
国
平
郡
風
土
記
」
の
校
合

を
終
え
る
。

右
一
本
、
享
和
二
年
七
月
十
六
日
校
合
畢　

上
田
百
樹
／
右
イ
本
、
同
年
九
月

校
合
畢　

上
田
百
樹 

（
同
147
）

○
七
月
十
七
日　
『
日
本
惣
国
風
土
記
』
の
う
ち
「
伊
勢
国
安
濃
郡
風
土
記
」
の
校

合
を
終
え
る
。

右
一
本
、
享
和
二
年
七
月
十
七
日
校
合
畢　

上
田
百
樹
／
右
一
本
、
同
年
九
月

校
合
畢　

百
樹
／
文
化
十
一
年
戌
年
十
月
、
以
珍
本
校
之　
　

信
友

（
同
148
）

○
九
月　
『
日
本
惣
国
風
土
記
』
の
う
ち
①
「
伊
勢
国
員
弁
郡
風
土
記
」、
②
「
武
蔵

着
せ
ば
一
見
の
上
、
清
主
に
廻
送
せ
ら
れ
度
い
と
申
送
つ
て
ゐ
る
。 （
内
山
492
）

○
八
月
二
十
八
日
・
九
月
一
日　

宣
長
か
ら
「
神
名
帳　

二
冊　

一
冊
」
を
借
り
る
。

（『
借
書
簿
』、
宣
長
二
十
446
）

○
十
月
十
三
日　
『
延
喜
式
』
の
校
合
を
終
え
る
。

欠
古
写
本
ト
ア
ル
一
之
巻
ヨ
リ
七
巻
マ
テ
存
セ
ル
残
欠
之
古
写
本
ナ
リ
。
此
本

七
冊
印
本
ト
全
ク
同
シ
ク
テ
二
三
異
ナ
ル
ノ
ミ
。
疑
フ
ラ
ク
ハ
今
ノ
印
本
ノ
原

本
ノ
欠
テ
存
セ
ル
ナ
ラ
ム
。
享
和
元
年
十
月
十
三
日
校
合
畢
ヌ
上
田
百
樹

（
岐
阜
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
延
喜
式
』
慶
安
元
年
跋
刊
・
明
暦
三
年

修
・
寛
文
七
年
逓
修
・
享
保
八
年
再
逓
修
本
、
第
一
冊
扉
裏
識
語
、
請
求

記
号
三
二
二
・
一
三
五
―
一
七
五
八
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
に
よ
る
）

○
十
一
月
七
日　

内
山
真
龍
が
、
百
樹
に
、「
春
夜
興
画
賛
」「
人
丸
神
長
歌
」「
山

家
花
」
の
三
枚
を
認
め
て
贈
る
。（
内
山
492
）

○
十
一
月
二
十
二
日　

本
居
大
平
か
ら
『
神
鳳
鈔
』
を
借
り
、
長
谷
川
菅
緒
に
依
頼

し
て
校
合
を
終
え
る
。

右
神
鳳
抄
朱
青
書
入
共
以
八
禰
冝
経
雅
之
本
写
之
安
永
七
年
戊
戌
十
月
中
旬　

荒
木
田
弘
明
／
稲
掛
大
平
主
ノ
所
持
本
ヲ
借
得
テ
長
谷
川
菅
緒
主
ニ
ア
ト
ラ
ヘ

テ
校
合
畢
ヌ
／
享
和
元
年
十
一
月
廿
二
日　

左
京
民
上
田
百
樹
（
花
押
）／
文

化
十
一
年
三
月
伝
領　

以
他
本
加
比
校　

伴
信
友
（
花
押
） 

（
酒
井
47
）

○
十
二
月
二
日　
『
古
語
拾
遺
』
元
禄
九
年
跋
刊
本
へ
の
校
合
書
入
を
終
え
る
。

朱
も
て
書
る
は
花
輪
本
な
り
。
見
林
と
し
る
せ
し
ハ
松
下
氏
の
自
筆
の
書
入
を

写
せ
し
也
。
藍
に
て
記
せ
し
は
官
庫
の
御
本
な
り
。
墨
も
て
記
せ
し
ハ
我
師
の

講
せ
ち
を
、
我
友
七
里
繁
民
か
き
ゝ
書
せ
し
を
写
せ
る
な
り
。
又
菅
云
と
あ
る

は
吾
友
長
谷
川
菅
緒
か
考
な
り
。
／
享
和
元
年
極
月
二
日　

左
京　

上
田
百
樹

／
文
化
三
年
丙
寅
三
月
中
旬
以
学
友
上
田
百
樹
本
書
入
畢　

城
戸
千
楯
（
花
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

○
四
月
十
三
日　

信
友
・
菅
緒
と
古
道
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

黄
昏
ヨ
リ
上
田
百
木
ノ
宿
ヘ
行
。
長
谷
川
菅
緒
来
リ
過
シ
、
何
ク
レ
ト
道
ノ
論

ヲ
ナ
シ
、
四
時　

旅
宿
へ
帰
。 

（
同
268
）

○
四
月
二
十
四
日　

信
友
が
、『
日
本
惣
国
風
土
記
』
所
収
「
播
磨
国
風
土
記
」
百

樹
所
蔵
本
の
書
写
を
終
え
る
。

此
播
磨
風
土
記
残
冊
墨
附
七
葉
、
借
得
京
人
上
田
百
樹
珍
蔵
本
自
書
写
畢
。
字

行
随
原
本
者
也
。
／
文
化
元
年
甲
子
四
月
二
十
四
日　

於
若
狭
国
小
浜
旅
寓

記
。　

伴
信
友
（
花
押
） 

（
信
友
序
25
）

○
五
月
二
十
日　

殿
村
常
久
が
、
百
樹
本
に
よ
り
『
日
本
書
紀
神
代
紀
』
鳥
谷
長
庸

校
・
享
保
十
四
年
跋
刊
本
へ
の
書
入
を
終
え
る
。

文
化
元
年
五
月
二
十
日
京
師
上
田
百
樹
本
以
テ
書
入
レ
ヲ
ヘ
ヌ　

殿
邑
常
久

（
天
理
一
92
）

○
七
月
十
二
日　

伊
勢
内
宮
の
益
谷
大
学
か
ら
内
山
真
龍
に
、「
京
上
田
百
樹
地
理

之
人
の
由
」
と
い
う
来
状
が
あ
る
。（
内
山
492
）

文
化
二
年
︵
一
八
〇
五
︶
乙
丑　

三
十
七
歳

○
一
月　

信
友
が
、『
武
蔵
風
土
記
』
百
樹
校
合
本
と
信
夫
道
別
本
と
の
校
合
を
終

え
る
。（
↓
享
和
二
年
九
月
）

○
文
化
二
年
以
前
（
享
和
元
年
以
降
）　
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
校
合
を
終
え
る
。

本
書
（
青
山
注

―
『
新
撰
姓
氏
録
』
百
樹
校
合
本
）
の
自
筆
原
本
は
存
在
し

な
い
が
、
以
下
に
あ
げ
る
橋
本
稲
彦
私
註
本
、
伴
信
友
校
合
本
な
ど
に
よ
っ
て

そ
の
全
貌
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
る
と
本
書
は
、（
一
）
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
十
二
月
十
六
日
、
荒
木
田
神
主
経
雅
本
を
借
り
て
校
合
し
た
本

居
宣
長
本
、（
二
）
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
正
月
、
文
明
古
写
本
す
な
わ
ち

建
武
二
年
系
本
を
も
っ
て
校
合
し
、
翌
年
十
二
月
、
原
田
椙
菴
に
よ
っ
て
さ
ら

国
豊
島
郡
風
土
記
」、
③
「
陸
奥
国
名
取
郡
風
土
記
」
お
よ
び
「
同
宮
城
郡
風
土

記
」
の
校
合
を
終
え
る
。

①
右
一
本
、
享
和
二
年
九
月
校
合
畢　

百
木
／
文
化
十
三
年
六
月
、
以
今
井
似
閑

本
校
了　

信
友 

（
信
友
書
目
148
）

②
享
和
二
年
九
月
、
江
戸
砂
子
温
故
誌
及
続
編
合
十
一
冊
校
合
書
入
畢　
　

左
京

上
田
百
樹
／
同
年
同
月
、
以
イ
本
校
了　

上
田
百
樹
／
右
武
蔵
国
風
土
記
、
文

化
二
年
正
月
、
信
夫
道
別
本
藍
校
了　
　

伴
信
友 

（
信
友
書
目
150
）

③
享
和
二
年
九
月
、
奥
羽
観
迹
聞
老
志
廿
巻
ヲ
モ
テ
校
合
書
入
畢
ヌ　

左
京
上
田

百
樹 

（
同
151
）

○
同
月　
「
大
和
国
平
郡
風
土
記
」
と
「
伊
勢
国
安
濃
郡
風
土
記
」
の
再
校
合
を
終

え
る
。（
↓
享
和
二
年
七
月
十
六
・
十
七
日
）

○
こ
の
年
、
小
国
重
年
と
斎
藤
監
物
と
内
山
真
龍
が
、
一
條
殿
に
神
官
許
状
を
願
い

出
る
た
め
上
京
し
、
百
樹
の
家
に
寄
宿
す
る
。（
内
山
491
）

文
化
元
年
︵
一
八
〇
四
︶
甲
子　

三
十
六
歳

○
二
月　
『
伊
賀
国
之
絵
図
』
の
校
合
を
終
え
る
。

享
和
四
年
二
月
以
一
図
校
之
畢　

左
京　

上
田
百
樹

（
津
市
津
図
書
館
稲
垣
文
庫
本
奥
書
、
請
求
記
号
Ｌ
2 
9
Ｍ
―
2
）

○
春　

信
友
に
『
神
名
帳
考
証
検
録
』
を
貸
す
。（
↓
文
化
四
年
四
月
十
五
日
）

○
四
月
十
二
日　

信
友
と
京
都
で
面
会
す
る
。

十
二
日　

晴
。
イ
ト
ウ
レ
シ
。
朝
ノ
内
正
周
方
ニ
而
無
セ
ン
六
百
也
。
調
出
ル
。

長
谷
川
菅
緒
ヲ
□
テ
不
逢
。
城
戸
千
楯
ニ
逢
□
□
語
ル
内
、
植（

上
）

田
百
樹
千
楯
同

丁
ニ
テ

カ
ギ
ヤ

ト
云

来
逢
テ
、
ト
モ
〴
〵
ニ
何
ク
レ
ト
語
ル
。
明
夜
咄
ニ
コ
ヨ
ト
約
ス
。

（
伴
信
友
『｛
大
坂
／
京
／
奈
良
｝
旅
中
備
忘
録
』、
天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
蔵
、
信
友
著
作
二
266
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

け
て
書
う
つ
し
た
る
を
、
後
に
か
た
み
に
写
し
か
ハ
す
と
て
、
お
の
れ
も
書
き
、

人
に
も
あ
つ
ら
へ
か
ゝ
せ
な
ど
し
て
、
や
う
〳
〵
に
う
つ
し
と
ゝ
の
へ
た
る
ハ
、

文
化
四
年
四
月
十
五
日
な
り
。（
以
下
略
） 

（
信
友
序
45
）

○
四
月
十
六
日　
『
百
樹
の
摘
葉
』「〔
二
〕
序
文
考
」
成
立
。（
↓
寛
政
十
年
九
月
十

一
日
）

○
四
月
二
十
一
日　
『
百
樹
の
摘
葉
』「〔
十
一
〕
書
紀
二
丁
左
」（
神
皇
産
霊
尊
と
高

皇
産
霊
尊
に
つ
い
て
）
成
立
。（
↓
同
右
）

○
四
月　
『
百
樹
の
摘
葉
』〔
四
十　

無
題
〕（『
書
紀
』
神
代
巻
第
五
段
本
書
「
青
山

変
枯
」
に
つ
い
て
）
成
立
。（
↓
同
右
）

○
五
月　

橋
本
稲
彦
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』
百
樹
校
合
本
の
転
写
を
終
え
る
。

文
化
四
年
丁
卯
五
月
以
巴

上
田
百
樹
本
蚤

使
派

人ヲ
シ
テ

書
巴

入
校
合
杷

之
蚤

畢

 

（
宮
内
庁
書
陵
部
本
奥
書
、
佐
伯
前
掲
書
98
）

※
稲
彦
に
は
、『
訂
正
新
撰
姓
氏
録
』（
文
化
四
年
七
月
稿
、
文
政
元
年
刊
）
の
著

書
が
あ
る
。

文
化
五
年
︵
一
八
〇
八
︶
戊
辰　

四
十
歳

○
六
月　
『
百
樹
の
摘
葉
』〔
二
十
五　

無
題
〕（『
書
紀
』
神
代
巻
第
四
段
「
大
日
本

豊
秋
津
洲
」
に
つ
い
て
）
成
立
。（
↓
寛
政
十
年
九
月
十
一
日
）

○
九
月
二
十
三
日　

栗
田
土
満
に
、『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
の
自
説
を
送
る
。

文
化
五
年
九
月
廿
三
日　

百
々
幾
／
栗
田
君

（〔
上
田
百
樹
答
書
〕
奥
書
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
、
栗
田
土
満

雑
集
所
収
、
請
求
記
号
〇
八
一
―
イ
五
―
一
一
六
、
天
理
一
21
）。

※
同
書
は
写
本
一
冊
（
百
樹
自
筆
）。
表
紙
無
し
。
こ
よ
り
綴
じ
。
縦
二
四
・
五

×
横
一
七
・
二
糎
。
有
界
毎
半
葉
十
行
の
罫
紙
を
使
用
。
全
二
丁
。
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
。

に
校
合
を
加
え
た
津
久
井
尚
重
本
、（
三
）
延
文
五
年
卜
部
兼
豊
一
本
、（
四
）

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
五
月
書
写
の
福
住
道
祐
本
、（
五
）
内
山
真
龍
の

『
新
撰
姓
氏
録
註
』
な
ど
の
諸
本
を
用
い
て
校
合
し
て
あ
る
。

（
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
96
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

六
二
年
）

※
津
久
井
尚
重
は
『
南
朝
編
年
記
略
』『
南
朝
紹
運
録
』
の
著
者
で
、
宣
長
と
も

交
流
が
あ
っ
た
。

○
文
化
二
年
春
以
前　

伴
信
友
が
、
百
樹
校
合
本
を
底
本
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
を

再
訂
す
る
。 

（
佐
伯
前
掲
書
106
―
107
）

文
化
三
年
︵
一
八
〇
六
︶
丙
寅　

三
十
八
歳

○
三
月
中
旬　

千
楯
が
『
古
語
拾
遺
』
百
樹
所
蔵
本
に
よ
り
書
入
を
終
え
る
。（
↓

享
和
元
年
十
二
月
二
日
）

文
化
四
年
︵
一
八
〇
七
︶
丁
卯　

三
十
九
歳

○
四
月
十
三
日　
『
百
樹
の
摘
葉
』〔
五
十
四　

無
題
〕（『
書
紀
』
神
代
巻
第
五
段
一

書
第
六
「
為
天
安
河
辺
」
云
々
に
つ
い
て
）
成
立
。（
↓
寛
政
十
年
九
月
十
一
日
）

※
管
見
の
限
り
、
百
樹
が
波
伯
部
氏
を
名
乗
っ
た
の
は
こ
の
時
が
最
初
で
あ
る
。

○
四
月
十
五
日　

信
友
が
、『
神
名
帳
考
証
検
録
』
百
樹
所
蔵
本
の
書
写
を
終
え
る
。

此
神
名
帳
考
証
検
録
ハ
、
本
書
に
従
四
位
上
度
会
神
主
延
経
と
あ
り
て
、
こ
れ

則
考
証
な
り
。
ま
た
、
従
四
位
上
度
会
神
主
延
賢
訂
と
あ
る
が
、
考
証
に
書
加

へ
て
検
録
と
題
し
た
る
也
。
そ
の
後
、
度
会
清
在
頭
註
、
荒
木
田
正
身
同
、
久

老
同
、
上
田
百
木
と
記
し
て
、
件
の
人
々
の
継
々
に
書
加
へ
た
る
も
の
也
き
。

／（
中
略
）
そ
も
〳
〵
此
書
ハ
、
過
し
文
化
元
年
の
春
、
若
狭
よ
り
京
に
上
り

し
時
、
上
田
百
木
に
か
り
て
齎
て
帰
り
て
、
興
田
吉
従
と
相
議
り
て
、
も
ち
わ
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

一
、
奇
霊
大
本
神
図
考
当
時
名
目
を
奇
原
霊
統
神
図
考
と
相
改
申
候
。
此
名

も
不
宜
覚
え
候
間
、
追
而
又
相
改
可
申
奉
存
候
也

義
、
御
尋
被

下
候
。
当
時
最
中
書
立
居
申
候
。
其
内
一
條
ヅ
ヽ
出
来
次
第
、
可
入
御
覧
候
。

追
々
妙
考
も
出
来
大
悦
仕
候
。

一
、
近
来
東
国
辺
遊
行
仕
度
存
居
候
処
、
今
、
明
、
明
後
年
ハ
私
疫
年
と
申
候

而
、
家
内
之
者
、
不
例
の
処
へ
ハ
一
向
出
不
申
、
扨
々
込マ

マ

り
入
申
候
。
右
之
仕

合
故
、
遊
行
事
ハ
延
引
相
成
申
候
。

一
、
神
代
紀
之
訓
正
し
申
候
。
乍
然
一
本
之
外
無
之
候
ニ
付
、
得
不
入
御
覧
候
。

何
と
ぞ
〳
〵
御
手
透
も
御
座
候
而
、
御
上
京
被
下
候
ハ
ヾ
忝
奉
存
候
。
神
代
之

趣
ニ
付
而
、
大
キ
成
考
へ
ど
も
数
多
有
之
候
間
、
何
と
ぞ
右
之
段
御
願
申
上
候
。

訓
も
今
よ
く
御

正
し
被
成
度
候

一
、
先
春
御
答
申
上
候
。
思
フ
ニ
淡
島
ハ
淤
能
碁
呂
嶋
ニ
テ
、
水
蛭
子
ヲ
生

シ
ヽ
時
ノ
胞
ナ
レ
バ
、
不
入
子
之
例
ト
ア
ル
ハ
理
ナ
リ
ケ
リ
。
此
文
は
定
而
書

様
悪
か
り
つ
と
見
ゆ
。
其
意
者
御
説
ノ
如
シ
。

一
、
従
容
ノ
訓
ノ
コ
ト
、
予
ハ
此
二
字
ハ
捨
テ
訓
メ
リ
。
カ
ヽ
ル
処
ハ
皆
シ
カ

シ
ツ
。

延
ヰ
テ
マ
ツ
リ
テ

巴　

彦
火
火
出
見ノ

尊ヲ
馬

従マ
ヲ
シ
タ
マ
ハ
ク

容
語
曰
、
云
々
。

一
、
先
達
而
御
尋
被
下
候
泉
国
之
事
、
追
々
考
へ
出
し
申
候
。
此
等
も
神
図
考

中
ニ
入
用
之
事
故
、
其
條
出
来
候
ハ
ヾ
、
可
入
貴
覧
候
。

一
、
京
住
服
部
中
庸
君
、
所
司
代
様
付
伴
信
友
君
御
上
京
ニ
而
、
毎
々
神
代
事

相
談
し
ゐ
申
候
。

先
者
右
之
段
申
上
度
、
早
々
。

 

恐
惶
謹
言

巳
十
一
月
廿
七
日 

　

母
々
樹

土
麻
呂
君

文
化
六
年
︵
一
八
〇
九
︶
己
巳　

四
十
一
歳

○
一
月　
『
但
馬
考
』
に
よ
り
、『
但
馬
国
太
田
文
』
の
校
合
を
終
え
る
。

文
化
六
年
巳
年
正
月　

以
但
馬
考
一
校
了　

上
田
百
樹
／
文
化
十
癸
酉
年
十
月

伝
領　

伴
信
友 

（
酒
井
53
）

△
春　

本
居
大
平
『
古
学
要
』
成
立
。
服
部
中
庸
『
三
大
考
』
や
平
田
篤
胤
『
霊
の

真
柱
』
を
批
判
。

○
五
月　
『
百
樹
の
摘
葉
』「〔
二
十
六
〕
越
州
考
」
成
立
。（
↓
寛
政
十
年
九
月
十
一

日
）

○
七
月　
『
紀
伊
国
神
名
帳
』
の
校
合
を
終
え
る
。

右
者
白
鳥
山ノ

院
主
ヨ
リ
伝
狽

来ス

之
馬

而
源ノ

里
貞
染
筆ス

。
又
橘
良
春
写
之
畢
。
／

宝
暦
四
年
閏
二
月　

日
／
文
化
六
巳
年
七
月
、
以
一
本
校
之　

波
伯
部
百
樹
／

文
化
八
未
年
九
月
十
二
日
、
灯
下
写
畢
于
時
在
平
安

堀
川
官
舎

伴
信
友
（
花
押
）／
校
合
之

序
謾
加
朱
批
了
／
天
保
三
年
辰
閏
十
一
月
四
日　

灯
下
写
了　

羽
田
野
敬
雄

（
花
押
） 
（
信
友
著
作
四
270
―
271
）

○
十
一
月
二
十
七
日　

栗
田
土
満
に
書
簡
を
出
す
。
先
春
か
ら
本
居
を
「
廃
学
」
す

る
旨
申
し
立
て
て
い
る
こ
と
や
、『
奇
霊
霊
統
神
図
考
』
の
こ
と
、
自
ら
の
厄
年

の
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

貴
書
忝
拝
見
仕
候
。
時
節
増
寒
御
座
候
処
、
御
揃
弥
御
清
福
奉
寿
候
。
次
当
方

無
異
罷
有
候
。
乍
憚
貴
意
易
思
召
可
被
下
候
。

一
、
神
代
紀
御
解
下
巻
一
冊
、
先
春
よ
り
此
方
ニ
相
滞
拝
見
仕
居
候
。
此
巻
之

私
考
等
も
一
二
三
申
上
度
存
居
候
へ
ど
も
、
未
取
掛
り
不
申
、
段
々
延
引
及
申

し
候
。
何
と
ぞ
色
々
書
立
可
入
御
覧
、
并
ニ
御
解
書
御
返
上
可
仕
候
。

一
、
紀
州
表
へ
ハ
、
近
比
者
文
通
不
仕
候
。
先
春
よ
り
廃
学
申
立
候
而
、
本
居

御
許
へ
は
掛
合
不
申
候
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

成
を
し
て
い
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
な
京
都
鈴
門
の
位
置
づ
け

に
は
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
千
楯
ら
は
当
初
か
ら
『
三
大
考
』

に
背
を
向
け
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
百
樹
の
没
後
、
大
平
の
意
向
に
添

う
形
で
百
樹
の
路
線
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

※
『
奇
霊
大
本
図
考
』
の
書
誌
は
次
の
通
り
。

東
洋
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
三
―
Ｍ
―
ａ
―
3
（
伴
信
友
叢
書
所
収
）。
写
本
一

冊
（
百
樹
自
筆
草
稿
）。
薄
縹
色
布
目
表
紙
（
後
補
）、
原
装
は
共
紙
表
紙
。
縦

二
三
・
九
×
横
一
六
・
〇
糎
。
外
題
「
古
事
記

伝
追
補
奇
霊
大
本
図
考　

全
」（
左
肩
、

簽
、
書
）。
前
遊
紙
一
丁
（
文
政
十
三
年
二
月
十
五
日
付
伴
信
友
宛
城
戸
千
楯

書
簡
〈
後
掲
〉
貼
付
）。
前
付
一
丁
（
序
・
凡
例
・
目
次
）。
内
題
「
奇
霊
大
本

図
考
」。
本
文
墨
付
十
九
丁
（
丁
付
「
一
」
〜
「
十
四
」、
第
十
五
丁
以
降
丁
付

な
し
）。
毎
半
葉
十
行
二
十
三
字
程
度
。
小
字
双
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。

後
遊
紙
一
丁
。
尾
題
・
後
付
・
奥
書
ナ
シ
。
印
記
「
服
部
氏
文
庫
」（
朱
文
長

方
。
信
友
の
門
人
服
部
布
古
の
印
）。

○
十
一
月　

信
友
が
、『
国
造
本
紀
攷
註
』
百
樹
書
写
本
の
転
写
を
終
え
る
。（
↓
寛

政
十
二
年
四
月
九
日
）

文
化
七
年
︵
一
八
一
〇
︶
庚
午　

四
十
二
歳

○
一
月　
『
百
樹
の
摘
葉
』「〔
六
十
六
〕
天ア

マ
ノ
ハ
ヘ
ギ
リ
ノ
ツ
ル
ギ

蠅
斫
之
劒
」
成
立
。（
↓
寛
政
十
年
九

月
十
一
日
）

○
二
月　
『
奇
原
霊
統
図
考
』
成
立
。

※
『
奇
原
霊
統
図
考
』
の
書
誌
は
次
の
通
り
。

・
統
一
書
名
は
第
二
・
四
冊
の
外
題
お
よ
び
第
四
冊
の
内
題
に
よ
る
。

・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
、
請
求
記
号
一
四
〇
―
七
五
。

・
写
本
四
冊
（
百
樹
自
筆
草
稿
）。
朱
色
表
紙
（
後
補
）、
原
装
は
共
紙
表
紙
。

（
巳
〔
文
化
六
年
〕
十
一
月
二
十
七
日
付
栗
田
土
満
宛
上
田
百
樹
書
簡
、

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
〇
八
一
―
イ
5
―
二
六
五

「
栗
田
土
満
来
簡
集
」
所
収
、
翻
刻
第
一
二
一
八
号
）

※
本
書
簡
の
意
義

百
樹
の
生
年
や
本
居
大
平
と
の
関
係
、
ま
た
主
著
の
『
奇
霊
大
本
図
考
』『『
奇

原
霊
統
図
考
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
書
簡
で
あ
る
。

ま
ず
、
右
の
書
簡
か
ら
は
、
百
樹
が
こ
の
年
前
厄
の
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
主
著
『
奇
霊
大
本
図
考
』
が
こ
の
頃
ま
で
に

成
立
し
、
そ
れ
を
『
奇
原
霊
統
神
図
考
』
と
改
題
し
た
と
い
う
事
実
が
わ
か
る

だ
け
で
な
く
、「
妙
考
」
や
「
大
キ
成
考
へ
」
が
次
々
と
浮
か
ん
で
興
奮
し
て

い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
和
歌
山
の
大
平
と
は
疎
遠
に
な
り
、「
廃
学
」
ま
で
申
し
立

て
て
い
た
ら
し
い
。
大
平
は
こ
の
年
の
春
『
古
学
要
』
を
著
し
、
服
部
中
庸

『
三
大
考
』
や
平
田
篤
胤
『
霊
の
真
柱
』
を
、「
無イ

タ
ヅ
ラ
ゴ
ト

用
長
物
」、「
日
月
星
の
運
行

遠
近
を
度ハ

カ

り
得
た
り
と
て
も
」「
神
の
道
を
学
ぶ
に
は
益
な
き
事
」（
引
用
は
岩

瀬
文
庫
本
に
よ
る
）
と
批
判
し
て
い
た
。
本
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
中
庸
と

「
神
代
事
相
談
し
」
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
い
た
百
樹
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た

大
平
の
姿
勢
は
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
書
簡
は
、
宣
長
没
後
の
鈴
屋
門
人
間
に
お
け
る
路
線
対
立
が
顕
在
化
し
て

ゆ
く
過
程
を
、
生
々
し
く
物
語
っ
て
い
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
対
立
は
、

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
平
田
篤
胤
が
上
京
し
た
際
、
城
戸
千
楯
が
篤
胤
排

除
に
動
い
た
こ
と
で
決
定
的
な
局
面
を
迎
え
た
た
め
、
京
都
鈴
門
は
こ
れ
ま
で
、

お
し
な
べ
て
歌
文
制
作
に
専
念
し
た
反
篤
胤
派
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
京
都
鈴
門
の
一
人
で
あ
る
百
樹
が
服
部
中
庸
と
交
流
し

な
が
ら
考
察
を
進
め
、
そ
の
百
樹
と
密
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
千
楯
ら
が
学
問
形
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。
請
求
記
号
一
三
六
―
七
六
。
写
本
一
冊
（
百
樹
自
筆
草

稿
）。
朱
色
表
紙
（
後
補
）、
原
装
は
奉
書
紙
表
紙
。
縦
二
六
・
七
×
横
一
八
・

八
糎
。
外
題
「
大
祓
詞
後
釈
余
考　

全
」（
中
央
、
打
付
書
）。
前
遊
紙
一
丁
。

内
題
「
大
祓
詞
後
釈
余
考
」。
本
文
墨
付
二
十
五
丁
。
後
遊
紙
三
丁
。
丁
付

「
一
」
〜
「
廿
八
」。
毎
半
葉
十
行
二
十
二
字
程
度
。
小
字
双
行
。
漢
字
平
仮
名

交
じ
り
。
奥
書
「
上ノ

件ノ

文
は
、
中
臣
祓ノ

気
吹
抄
と
云フ

書
あ
り
。
其
書
乃
奥
に
、

創
禊
弁
と
云フ

書
を
附
た
り
。
共
に
享
保
年
間
に
、
源ノ

義
俊
が
作
と
誌
せ
り
。

（
中
略
）
此
書
の
中
に
云ヘ

る
、
お
も
し
ろ
し
と
思
ふ
ふ
し
を
摘ツ
ミ

出イ
デ

、
予オ
ノ

が
思
ふ

こ
と
を
も
添
て
、
大
祓ノ

詞ノ

後
釈ノ

余
考
と
題ナ
ヅ

け
つ
。
祝
詞
考
及
後
釈
に
云ハ

れ
た
る

ハ
皆
省ハ

ブ

け
り
。
併ナ
ラ

べ
考
ふ
べ
し
。
文
化
七
年
七
月
。
左
京
波
伯
部
／
百
樹
」。

○
十
月　

足
代
弘
訓
が
、
百
樹
所
蔵
の
『
神
宮
儀
式
』
の
書
写
を
終
え
る
。

文
化
七
年
の
十
月
、
京
都
人
上
田
百
樹
の
本
も
て
よ
み
く
ら
へ
訓
点
を
も
写
し

加
へ
つ
／
度
会
弘
訓
／
天
保
四
年
三
月
廿
二
日
荒
木
田
久
守
神
主
の
本
も
て
ふ

た
つ
校
合
を
加
へ
り
／
亀
松
吉
大
夫
西
言
直

 

（
茨
城
大
学
附
属
図
書
館
菅
文
庫
本
奥
書
、
請
求
記
号
二
3
五
）

○
こ
の
年　
『
多
度
寺
縁
起
資
財
帳
』
の
書
写
を
終
え
る
。

此
本
原
巻
物
な
り
し
を
如
是
写
さ
せ
つ
／
文
化
七
年　

波
伯
部
百
樹

（
津
市
津
図
書
館
本
奥
書
、
請
求
記
号
Ｌ
18
―
4
）

○
こ
の
年　
『
常
陸
国
風
土
記
』
な
ど
の
松
下
見
林
旧
蔵
書
を
購
入
。（
↓
文
化
八
年

三
月
）

文
化
八
年
︵
一
八
一
一
︶
辛
未　

四
十
三
歳

○
三
月　

前
年
に
購
入
し
た
松
下
見
林
旧
蔵
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
、
伴
信
友
の
説

を
書
き
入
れ
る
。

右
ハ
我
友
伴
信
友
主
の
読
考
へ
ら
れ
た
る
を
文
化
八
年
三
月
に
写
し
と
り
た
る

縦
二
七
・
五
×
横
二
〇
・
一
糎
。

・
外
題
（
原
表
紙
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
第
一
冊
「
奇
原
霊
統
神
図
考
／
第
六

八
十
禍
津
日
神

大
禍
津
日
神
　

條
」（
中
央
、
打
付
書
）、
第
二
冊
「
古
事
記

伝
追
補
奇
原
霊
統
図
考
第

四
之
巻
之
内
／
第
九　

須
佐
之
男
命
條　

草
稿
」（
同
右
）、
第
三
冊
「
伊
邪
那

岐
大
御
神
御
詔
分
図
」（
左
肩
、
打
付
書
）、
第
四
冊
「
古
事
記

伝
追
補
奇
原
霊
統
図

考
／
卜
事　

艸
」（
中
央
、
打
付
書
）。

・
内
題
、
第
一
・
二
冊
ナ
シ
。
第
三
冊
「
伊
邪
那
岐ノ

大
御
神
御ミ
ノ
リ
ワ
ケ
ノ

詔
分
図
」。
第

四
冊
「
古
事
記

伝
追
補
奇
原
霊
統
図
考
／
神
産
巣
日
神
條　

餘
考
／
卜
事
」。

・
第
一
冊
九
丁
（
墨
付
八
丁
、
丁
付
「
一
」
〜
「
九
」）、
四
周
単
辺
、
毎
半
葉

九
行
二
十
三
字
程
度
、
小
字
双
行
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
第
二
冊
十
一
丁

（
丁
付
「
一
」
〜
「
七
」、
丁
付
な
し
、「
五
」、
丁
付
な
し
二
丁
）。
一
〜
七

丁
は
無
辺
、
十
行
二
十
四
字
程
度
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
八
〜
九
丁
は
四

周
単
辺
、
小
字
十
八
行
二
十
三
字
程
度
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
十
〜
十
一

丁
は
四
周
単
辺
料
紙
の
裏
を
用
い
、
十
行
二
十
四
字
程
度
、
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
。
第
三
冊
十
五
丁
（
丁
付
「
七
」
〜
「
十
八
」、
丁
付
な
し
、「
十
九
」

〜
「
二
十
」）、
四
周
単
辺
、
九
行
二
十
三
字
程
度
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。

第
四
冊
十
一
丁
（
墨
付
十
丁
、
丁
付
「
一
」
〜
「
十
一
」）、
四
周
単
辺
、
九

行
二
十
字
程
度
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。

・
第
三
冊
の
付
箋
に
、「
文
化
四
年
四
月　

波
伯
部
百
木
」、「
右
文
化
四
年
五

月
考　

波
伯
部
百
樹
」
と
あ
り
。
第
三
冊
奥
書
「
文
化
七
年
二
月　

左
京
御

民
波
伯
部
百
樹
謹
考
」。
第
一
冊
原
表
紙
左
下
に
「
墨
付
十
一
枚　

信
友
改

記
」、
第
二
冊
原
表
紙
右
下
に
「
墨
付
二
十
二
枚
／
信
友
改
記
」
と
墨
書
あ

り
。

○
七
月　
『
大
祓
詞
後
釈
余
考
』
成
立
。

※
同
書
の
書
誌
は
次
の
通
り
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

た
る
を
、
平
曲
雑
記
と
名ナ
ヅ

け
て
、
予オ
ノ
レに

は
し
が
き
せ
よ
と
あ
つ
ら
へ
ら
れ
し
に
、

其
筋
し
ら
ぬ
者
の
、
め
で
た
ゝ
へ
ん
も
お
こ
が
ま
し
け
れ
ど
、
此
君
の
い
と
く

は
し
き
は
さ
る
も
の
に
て
、
か
の
あ
は
れ
に
お
か
し
く
き
ゝ
な
さ
る
ゝ
を
さ
へ
、

い
か
で
め
で
ざ
ら
め
や
、
た
ゝ
へ
ざ
ら
め
や
は
／
文
化
八
年
八
月　

城
戸
千

楯
」。

・
跋
「
こ
は
年
ご
ろ
我
思
ひ
よ
れ
る
筋
ど
も
書カ

キ

集ア
ツ

め
て
、
平
曲
考
と
題ナ
ヅ

け
、
三ミ

巻マ
キ

と
な
し
置オ
ケ

る
を
、
我
う
る
は
し
き
友
の
見ミ

出イ
デ

て
、
あ
な
が
ち
に
乞コ
ヒ

け
れ
ば
、
い

な
み
が
た
く
て
、
先
彼
考
の
上カ

ミ

巻ツ
マ
キを
撰
み
て
、
そ
が
中
な
る
秘ヒ
メ

事コ
ト

ど
も
は
、
皆

除ノ
ゾ

き
て
、
平
曲
雑
記
と
名ナ
ヅ

け
て
、
あ
た
へ
し
な
り
。
予
元モ
ト

来ヨ
リ

此
道
得
た
り
と
云

に
し
も
あ
ら
ね
ば
、
な
べ
て
の
人
は
う
け
ひ
か
ず
て
、
中
々
に
な
め
げ
な
り
な

ど
思
ふ
べ
か
め
れ
ば
、
同
じ
意コ

ヽ
ロの

人
を
お
き
て
は
、
お
ほ
や
け
に
な
し
が
た
き

も
の
ぞ
／
文
化
八
年
の
秋　

も
ゝ
き
」。

※
千
楯
の
序
文
か
ら
は
、
百
樹
が
平
曲
に
堪
能
で
、
研
究
の
合
間
に
折
々
謡
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
学
者
の
癖
と
し
て
、
関
連
す
る
事
柄
を
探
究
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
微
笑
ま
し
い
。
ま
た
、
自
跋
に
よ
れ
ば
、
百
樹
に

は
『
平
曲
考
』
と
い
う
三
巻
の
著
作
が
あ
っ
た
。
百
樹
の
関
心
は
、
古
道
を
中

心
と
し
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

○
九
月
十
二
日　

信
友
が
、『
紀
伊
国
神
名
帳
』
百
樹
校
合
本
の
書
写
を
終
え
る
。

（
↓
文
化
六
年
七
月
）

○
九
月
十
六
日　

信
友
が
、『
隠
岐
国
神
名
帳
』
百
樹
所
蔵
本
の
書
写
を
終
え
る
。

右
隠
岐
国
神
名
帳
、
借
得
京
人
波
伯
部
氏
之
珍
蔵
書
写
了
／
文
化
八
辛
未
九
月

十
六
日
比
校
加
朱
点　

於
平
安
二
条
堀
川　

伴
信
友
（
花
押
）

（
酒
井
30
）（
信
友
著
作
四
259
）

○
こ
の
年　
『
神
祇
年
中
行
事
』
を
書
写
す
る
。

波
伯
部
百
樹
乃
請
借
人
を
雇
い
て
之
を
写
す
。

な
り　

上
田
百
樹
／
同
学
京
人
上
田
百
樹
文
化
七
年
の
こ
ろ
都
の
或
家
に
て
松

下
見
林
子
が
蔵
書
ど
も
買
得
た
る
中
に
此
書
あ
り
し
よ
し
也
同
八
年
四
月
京
に

の
ぼ
り
た
る
時
百
樹
が
手
よ
り
借
得
て
写
せ
り　

夏
目
甕
満
／
右
常
陸
国
風
土

記
壱
巻
文
政
漆
年
春
三
月
借
萩
園
翁
所
蔵
書
写
之
畢　

三
川
国
人　

源
敬
雄

（
花
押
）

（
岩
瀬
文
庫
本
奥
書
、
請
求
記
号
二
五
―
一
五
〇
）

○
四
月　

夏
目
甕
麿
が
上
京
し
、『
常
陸
国
風
土
記
』
百
樹
所
蔵
本
の
書
写
を
終
え

る
。（
↓
文
化
八
年
三
月
）

○
八
月　
『
平
曲
雑
記
』
成
立
。
序
文
は
城
戸
千
楯
。

※
同
書
の
書
誌
は
次
の
通
り
。

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（
竹
柏
園
旧
蔵
）。
請
求
記
号
九
一
〇
・
二
―

一
四
三
九
―
八
三
六
。
写
本
一
冊
（
百
樹
自
筆
草
稿
）。
紺
色
無
地
表
紙
。
縦

一
三
・
四
×
横
一
九
・
四
糎
。
外
題
「
平
曲
雑
記　

完
」（
中
央
、
朱
筆
、
打

付
書
）。
目
録
題
「
波
多
野
流
平
曲
雑
記
目
録
」。
内
題
・
尾
題
「
平
曲
雑
記
」。

全
五
十
五
丁
（
序
一
、
目
録
三
、
本
文
五
十
、
跋
一
）。
丁
付
「
目
一
」
〜

「
目
三
」、「
一
」
〜
「
五
十
」。

・
序
「
平
曲
雑
記
序
／
お
か
し
き
ふ
し
も
、
か
な
し
き
ふ
し
も
、
物
に
著ア

ラ

は
し
た

る
を
読
も
て
行ユ

ケ

ば
、
自オ
ノ

然ヅ
カ
ラあ

ぢ
は
ひ
し
ら
る
れ
ど
も
、
そ
は
書フ
ミ

好コ
ノ

む
者
の
上ウ
ヘ

に

こ
そ
あ
れ
、
な
べ
て
の
人
を
あ
は
れ
と
思
は
す
る
は
、
謡
ふ
に
ぞ
有
け
る
。
さ

れ
は
平
家
物
語
と
云
フ
書
よ
、
往ム
カ
シ昔
よ
り
琵
琶
ひ
き
あ
は
せ
て
謡
ひ
物
に
す
な

る
を
、
吾ワ

ガ

学マ
ナ

び
の
友
、
波
々
伯
部
の
百
樹
ぬ
し
の
、
ふ
み
読
に
倦ウ
ミ

た
ら
ん
時
の

名
草
に
、
そ
れ
よ
き
物
と
て
物
せ
ら
る
ゝ
を
、
折
々
聞
し
に
、
声
の
文ア

ヤ

い
と
お

か
し
く
心
も
す
み
わ
た
り
て
、
実
其
世
の
あ
り
さ
ま
も
さ
ぞ
と
思
ひ
出
ら
る
ゝ

ば
か
り
な
り
き
。
さ
れ
ば
書フ

ミ

学マ
ナ

ぶ
者
の
く
せ
と
て
此
ぬ
し
其
道
に
た
づ
さ
は
り

た
る
、
何
く
れ
の
こ
と
の
も
と
ゞ
も
考
へ
出
て
、
つ
ば
ら
か
に
と
き
あ
か
さ
れ
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

え
ら
れ
つ
る
、
そ
が
余
り
の
條
々
を
こ
ゝ
ら
の
書
ど
も
に
書
き
あ
ら
は
し
て
む

と
思
ひ
お
こ
し
て
、
ま
づ
何
く
れ
と
そ
の
下
書
を
な
も
、
は
じ
め
給
へ
る
中
に
、

奇
霊
神
図
考
と
号
け
た
る
も
の
に
は
、
天
地
の
は
じ
め
の
時
、
継
々
に
成
り
出

で
ま
せ
る
三
柱
の
大
神
た
ち
の
御
霊
に
始
り
て
、
神
々
の
生
り
出
で
ま
し
ゝ
そ

の
御
い
さ
を
に
よ
り
て
、
国
々
の
な
り
た
ら
ひ
、
青
人
草
の
世
に
有
り
ふ
る
さ

ま
、
世
の
な
か
の
吉
事
凶
事
の
行
き
か
よ
ふ
理
な
ど
、
す
べ
て
そ
の
も
と
の
真

の
理
を
、
古
の
伝
に
よ
り
て
、
今
の
現
の
世
の
中
に
、
か
む
が
へ
あ
か
さ
れ
た

る
は
、
あ
る
が
中
に
も
こ
と
に
世
に
類
ひ
な
き
い
そ
し
み
に
ぞ
あ
り
け
る
。
し

か
る
を
信
友
か
く
を
ぢ
な
き
を
、
い
か
に
し
て
霊
あ
ひ
つ
ら
む
。
此
の
道
の
ま

な
び
の
為
に
は
、
兄
弟
と
な
り
て
む
と
契
り
て
、
う
ら
な
く
語
ら
ひ
、
か
の
考

の
書
の
下
書
の
條
々
の
、
い
つ
も
な
る
や
遅
し
と
、
ま
づ
お
の
れ
に
と
、
ね
も

ご
ろ
に
か
た
ら
ひ
給
へ
る
事
の
多
か
り
し
に
よ
り
て
、
其
の
お
む
か
し
き
説
ら

を
早
く
聞
き
し
り
、
を
ぢ
な
き
心
の
怠
り
て
、
梓
弓
引
き
た
わ
み
た
る
を
り

〳
〵
も
、
打
ち
お
ど
ろ
か
さ
れ
け
れ
ば
、
ま
た
な
く
思
ひ
た
の
み
て
あ
り
つ
る

も
の
を
、
あ
は
れ
幽
事
は
、
す
べ
な
き
も
の
よ
。
か
な
し
き
か
も
。
う
れ
た
き

か
も
。
去
年
の
五
月
の
八
日
の
日
、
あ
た
ら
し
き
う
つ
そ
み
の
此
の
世
を
お
き

て
、
八
十
く
ま
手
に
か
く
れ
、
身
ま
か
り
給
ひ
し
事
、
其
の
を
り
し
も
し
り
へ

の
事
と
る
家
刀
自
の
、
旅
ゐ
せ
ら
れ
し
ほ
ど
な
り
け
れ
ば
、
言
ひ
残
さ
ま
ほ
し

き
事
ど
も
ゝ
止
め
給
ひ
け
む
。
か
の
書
ら
か
き
給
へ
ず
し
て
、
い
か
に
く
や
し

か
り
け
む
、
と
お
し
は
か
ら
る
ゝ
に
、
今
は
お
の
れ
も
た
ゝ
む
き
、
ほ
ふ
り
失

は
れ
た
る
が
ご
と
お
ぼ
え
て
、
せ
む
す
べ
な
く
、
悲
し
く
心
ま
ど
ひ
の
み
ぞ
せ

ら
る
ゝ
、
し
か
る
に
此
の
頃
、
家
刀
自
の
あ
と
ら
へ
給
へ
る
ま
に
〳
〵
、
か
の

書
き
さ
し
置
か
れ
た
り
つ
る
書
籍
ど
も
を
受
け
と
り
て
、
下
書
の
紙
の
一
ひ
ら

も
、
は
ふ
ら
さ
じ
と
取
り
あ
つ
め
、
は
た
と
ぢ
つ
ゞ
り
て
、
も
と
の
秀
庫
に
返

し
ま
ゐ
ら
せ
つ
。
這
ふ
し
み
虫
の
災
な
く
、
世
の
遠
永
に
持
ち
つ
た
へ
給
ひ
ね
。

（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
本
識
語
、
前
掲
注
4
山
崎
論

文
）

文
化
九
年
︵
一
八
一
二
︶
壬
申　

四
十
四
歳

○
五
月
八
日　

死
去

こ
は
京
人
上
田
又
波
伯
部
百
樹
字
鍵
屋

藤
助

が
み
づ
か
ら
書
た
る
倭
姫
世
記
訂
正
注

意
の
草
稿
な
り
。
お
の
れ
さ
き
に
京
に
在
り
し
時
、
百
樹
と
親
し
く
学
び
た
る

ほ
ど
、
文
化
九
壬
申
年
五
月
八
日
身
ま
か
り
ぬ
。
寺
町
四
条
下
ル
所
大
雲
院
ニ
葬

る
。
法
名
高
誉
心
勁
百
樹
居
士
い

と
ま
め
や
か
に
志
あ
つ
か
り
つ
る
に
、
あ
た
ら
し
く
か
な
し
き
こ
と
、
い
は
ん

か
た
な
し
。
そ
の
妻
、
名
を
秀
と
い
へ
り
。
ざ
え
あ
り
て
こ
ゝ
ろ
ば
せ
も
た
ゞ

な
ら
ず
、
百
樹
が
書
著
さ
む
と
か
ま
へ
た
る
本
書
ど
も
の
、
か
た
な
り
に
て
何

く
れ
と
ち
り
ほ
ひ
て
あ
り
つ
る
を
、
お
の
れ
に
と
り
あ
つ
め
て
よ
と
、
ね
む
ご

ろ
に
あ
つ
ら
へ
た
る
に
よ
り
て
、
こ
れ
か
れ
と
わ
か
ち
し
た
ゝ
め
て
あ
た
へ
つ

る
を
、
お
の
れ
江
戸
に
帰
り
て
後
、
か
の
下
書
ど
も
を
ば
、
人
に
あ
つ
ら
へ
て

別
に
書
た
る
を
ば
お
く
り
お
こ
せ
つ
。
大
か
た
反
故
の
や
う
に
て
あ
る
が
中
に
、

こ
は
一
と
ぢ
に
し
て
よ
む
べ
く
も
の
し
た
れ
ば
、
へ
う
し
を
も
の
し
て
、
其
よ

し
を
書
つ
け
お
く
に
な
む
。
か
く
て
秀
女
は
、
ほ
ど
へ
て
こ
と
し
（
※
青
山
注

―
天
保
六
年
）
三
月
十
日
に
身
ま
か
り
ぬ
と
、
百
樹
が
と
り
子
の
藤
助
と
い

へ
る
が
、
告
お
こ
せ
た
る
。
又
さ
ら
に
あ
は
れ
に
て
、
か
く
も
の
し
た
る
な
り
。

（
伴
信
友
「
倭
姫
命
世
記
註
稿
」、
信
友
家
集
252
）

あ
は
れ
波
伯
部
の
百
木
の
を
ぢ
い
、
天
翔
り
よ
り
来
ま
し
、
聞
し
食
し
た
べ
。

を
ぢ
い
は
や
く
よ
り
、
鈴
屋
の
宇
斯
の
教
児
と
し
て
、
古
の
伝
の
書
ら
、
よ
く

〳
〵
明
ら
め
て
、
た
ま
ち
は
ふ
神
の
御
国
の
、
も
と
の
真
の
幽
事
の
深
き
ゆ
ゑ

よ
し
を
始
め
て
、
い
に
し
へ
に
あ
り
と
あ
り
し
古
事
の
、
真
の
道
の
お
も
ぶ
き

を
、
深
く
尋
ね
細
に
も
と
め
て
、
お
も
ひ
か
ね
の
い
た
ら
ぬ
く
ま
な
く
、
心
に
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

文
化
十
二
年
︵
一
八
一
五
︶
乙
亥

△
冬　

京
都
鈴
門
の
学
問
所
鐸
舎
開
設
。

文
化
十
三
年
︵
一
八
一
六
︶
丙
子

○
六
月　

信
友
が
、『
日
本
惣
国
風
土
記
』「
伊
勢
国
安
濃
郡
風
土
記
」
百
樹
合
本
と

今
井
似
閑
本
と
の
校
合
を
終
え
る
。（
↓
享
和
二
年
七
月
十
五
日
）

文
政
七
年
︵
一
八
二
四
︶
甲
申

○
四
月
八
日　

百
樹
の
十
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
、
千
楯
が
『
百
樹
の
摘
葉
』
の
編
集

を
終
え
る
。（
↓
寛
政
十
年
九
月
十
一
日
）

○
九
月
十
八
日　

植
松
茂
岳
が
、
千
楯
と
鍵
屋
藤
介
を
訪
ね
る
。（
植
松
茂
『
植
松

茂
岳
』
第
一
部
138
、
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）

※
植
松
茂
は
、
鍵
屋
藤
介
を
百
樹
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
伴
信
友
「
倭
姫
命
世

記
註
稿
」
に
「
百
樹
が
と
り
子
の
藤
助
と
い
へ
る
」
と
あ
る
の
に
照
ら
せ
ば
、

百
樹
の
養
子
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。（
↓
文
化
九
年
五
月
八
日
）

文
政
十
三
年
︵
一
八
三
〇
︶
庚
寅

○
二
月
十
五
日　

百
樹
夫
人
秀
か
ら
、
百
樹
の
遺
稿
が
千
楯
を
通
じ
て
信
友
に
贈
ら

れ
る
。

（
伴
信
友
に
よ
る
朱
筆
書
入
）
文
政
十
三
年
二
月
十
五
書
状
之
副
書　

波
伯
部

百
樹
遺
稿　

後
室
ヨ
リ
贈
来
候
副
書
也
／
京
錦
小
路
室
町
西
入　

溢マ
マ

屋
藤
助
百

樹
（
朱
終
）

二
白
。
波
伯
部
後
室
よ
り
別
封
参
り
申
候
。
御
達
ニ
申
上
候
。
是
ハ
故
桃
樹
翁

之
草
稿
物
ニ
候
。
尊
家
様
ニ
も
御
苦
労
被
下
候
品
ニ
存
候
。
京
地
ニ
も
被
相
頼

後
つ
ひ
に
を
ぢ
の
霊
た
は
り
て
、
思
ひ
兼
ね
ふ
か
き
人
の
い
で
来
り
て
、
な
ほ

考
へ
添
へ
て
書
き
継
ぐ
事
、
は
た
あ
り
な
ま
し
。
お
ろ
か
な
る
己
れ
も
、
仕
へ

の
い
と
ま
の
、
ひ
ま
だ
に
あ
ら
ば
、
た
ゞ
に
あ
ら
じ
と
い
ひ
ち
ぎ
り
ぬ
。
を
ぢ

い
今
よ
り
後
、
う
し
ろ
や
す
く
罷
り
あ
り
て
、
家
継
の
子
の
八
十
つ
ゞ
き
に
、

う
か
ら
や
か
ら
を
護
り
さ
き
は
へ
て
、
い
や
ま
す
〳
〵
に
さ
か
え
し
め
、
又
同

じ
学
び
の
友
ら
を
も
助
け
ま
も
ら
ひ
て
、
は
た
然
る
べ
き
人
に
霊
を
そ
へ
、
あ

な
ゝ
ひ
て
な
ほ
も
、
を
ぢ
の
意
の
如
く
、
考
へ
さ
し
置
き
つ
る
事
ど
も
を
、
説

き
明
ら
し
め
給
へ
と
、
涙
さ
し
ぐ
み
胸
ふ
た
が
り
つ
ゝ
も
、
申
す
こ
と
の
よ
し

を
、
ま
つ
ぶ
さ
に
聞
こ
し
を
し
た
べ
と
ま
を
す
。
あ
は
れ
。

（
伴
信
友
「
誄
波
伯
部
百
木
詞
」、
信
友
家
集
203
―
204
）

文
化
十
年
︵
一
八
一
三
︶
癸
酉

○
五
月
十
四
日
以
前　

千
楯
が
、
百
樹
所
蔵
本
売
却
の
世
話
を
す
る
。

百
木
所
蔵
本
共
売
却
、
千
楯
世
話
い
た
し
候
由
。
す
べ
な
き
御
事
、
今
更
ニ
相

歎
候
。
同
人
在
世
ニ
所
持
の
本
ニ
、
神
名
帳
・
和
名
抄
ニ
頗
書
入
有
之
候
。
如

何
い
た
し
候
や
。
右
二
本
、
全
快
之
後
借
用
い
た
し
見
申
度
事
共
ニ
御
座
候
。

何
れ
ニ
有
之
哉
。
御
序
聞
置
可
被
下
候
。
又
神
名
帳
カ
ク
ロ
ク
と
申
書
、
売
候

ハ
ヽ
求
た
く
奉
存
候
。
と
ひ
し
也
。
又
売
候
ハ
ヽ
買
へ
る
書
林
よ
り
求
申
度
、

御
序
御
聞
可
被
下
候
。

（
文
化
十
年
五
月
十
四
日
付
伴
信
友
宛
植
松
有
信
書
簡
、『
伴
信
友
来
翰

集
』
28
―
29
、
錦
正
社
、
一
九
八
九
年
）

文
化
十
一
年
︵
一
八
一
四
︶
甲
戌

○
十
月　

信
友
が
、『
日
本
惣
国
風
土
記
』「
伊
勢
国
安
濃
郡
風
土
記
」
百
樹
校
合
本

と
他
本
と
の
校
合
を
終
え
る
。（
↓
享
和
二
年
七
月
十
七
日
）
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上
田
百
樹
年
譜
稿　
　
　

青
山
英
正

写
し
取
置
候
ニ
付
、
元
書
被
差
上
由
ニ
御
座
候
。
寄マ
マ

霊
大
本
図
一
枚
、
先
年
見

受
申
候
。
紛
失
之
様
子
ニ
而
相
見
え
不
申
候
。
即
右
壱
本
御
落
掌
被
下
候
。
以

上　
　

千
楯
／
伴
大
人

（
東
洋
文
庫
蔵
『
奇
霊
大
本
図
考
』
前
遊
紙
に
貼
付
）（
↓
文
化
六
年
十
一

月
二
十
七
日
）

※
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
諸
機
関
、
と
り
わ
け
図
版
・
翻
刻

掲
載
を
御
許
可
下
さ
っ
た
、
津
市
津
図
書
館
・
公
益
財
団
法
人
霰
天
神
山
保
存

会
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


